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福
建
に
お
け
る
陳
炯
明

序
章
　
先
行
研
究
な
ら
び
に
本
論
文
の
問
題
意
識

中
国
歴
代
王
朝
の
最
後
の
王
朝
で
あ
る
清
朝
を
打
倒
し
た
辛
亥
革
命
（
一
九
一
一

年
）
の
後
の
一
九
二
〇
年
代
、
民
国
臨
時
大
総
統
の
地
位
を
孫
文
か
ら
奪
取
し
、
中

央
集
権
的
体
制
を
追
求
せ
ん
と
し
た
袁
世
凱
が
一
九
一
六
年
に
没
す
る
と
、
中
国
で

は
集
権
化
し
た
政
治
権
力
が
瓦
解
し
、
軍
閥
混
戦
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
混
乱
状
況

を
収
拾
す
る
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
「
連
省
自
治
」
と
い
わ
れ
る
運
動
で
あ

っ
た
。

「
連
省
自
治
」
運
動
は
、
階
級
独
裁
を
言
わ
な
い
全
人
民
の
政
治
参
加
と
い
う
形

で
、
各
省
の
政
治
を
民
主
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
省
に
割
拠
す
る
軍
閥
を
解
体

し
、
内
戦
の
収
束
と
連
邦
制
国
家
と
し
て
の
中
国
の
再
編
を
目
指
す
運
動
で
あ
っ
たq

。

後
の
共
産
党
政
権
と
の
違
い
は
階
級
独
裁
を
う
た
わ
ず
、
全
人
民
の
政
治
参
加
を
主

張
し
た
点
に
あ
っ
た
。

「
連
省
自
治
」
を
政
権
の
理
念
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
皮
肉
に
も
、
自
己
の
正
統

化
を
欲
す
る
中
国
南
部
の
各
省
の
軍
閥
政
権
で
あ
っ
た
。
本
論
文
で
扱
う
広
東
の
陳

炯
明
（
後
述
）
も
そ
ん
な
一
人
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
陳
炯
明
は

広
東
省
長
と
し
て
、
広
東
省
を
統
治
し
て
い
た
当
時
、
一
定
の
省
政
民
主
化
を
行
い
、

当
時
の
中
国
共
産
党
の
指
導
者
・
陳
独
秀
と
も
親
交
が
あ
り
、「
開
明
的
人
物
」
と

し
て
も
肯
定
的
評
価
を
も
受
け
て
い
た
。
そ
う
し
た
肯
定
的
評
価
を
受
け
た
陳
炯
明

の
活
動
の
ひ
と
つ
が
、「

南
護
法
区
」（
一
九
一
八
〜
一
九
二
〇
）
で
あ
っ
たw

。「

南
護
法
区
」
は
「
連
省
自
治
」
の
雛
型
と
し
て
、
福
建
南
部
（

南
）
に

州
を
中

心
に
造
ら
れ
、
全
て
の
人
類
が
無
差
別
平
等
を
い
う
の
み
の
「
全
人
類
社
会
主
義
」

が
掲
げ
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
たe

。

近
代
中
国
に
お
け
る
無
政
府
主
義
研
究
等
で
知
ら
れ
る
嵯
峨
隆
氏
に
よ
れ
ば
、

「

南
護
法
区
」
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
陳
炯
明
研
究
の
中
で
は
、
力

点
が
あ
ま
り
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
で
あ
っ
たr

。
例
え
ば
、
近
代
中
国
政
治
史

を
研
究
し
て
い
る
池
田
誠
氏
は
陳
炯
明
軍
の
兵
力
拡
大
（
兵
力
が
二
〇
営
か
ら
一
〇
八

営
の
増
加
）t

以
外
に
、
こ
の
時
期
の
陳
炯
明
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
触
れ
て
い
な
い
。

池
田
論
文
以
外
の
「

南
護
法
区
」
時
代
の
陳
炯
明
に
関
す
る
研
究
は
、
皆
無
で

は
な
い
。「

南
護
法
区
」
に
関
す
る
先
行
諸
研
究
の
中
に
は
「

南
護
法
区
」
で

の
陳
炯
明
の
政
治
的
民
主
化
の
活
動
を
論
じ
た
も
の
が
あ
る
。
政
治
的
民
主
化
の
問

題
は
陳
炯
明
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
陳
炯
明
の
連
省
自
治
論
と
は
、『
軍
紳

政
権
』
に
よ
っ
て
、「
軍
閥
支
配
下
の
中
国
」
を
論
じ
た
陳
志
譲
氏
に
よ
れ
ば
、「
人

民
に
自
分
の
こ
と
を
管
理
す
る
権
利
を
持
た
せ
、
村
、
県
の
直
接
的
な
民
主
主
義
政

権
に
よ
っ
て
、
大
小
の
軍
閥
を
消
滅
さ
せ
る
」y

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

現
に
、「

南
護
法
区
」
時
代
、
陳
炯
明
は
階
級
独
裁
を
否
定
し
全
人
民
に
よ
る
議

会
政
治
を
主
張
し
て
い
たu

。
こ
れ
は
、
政
治
的
民
主
化
を
う
た
っ
た
「
連
省
自
治
」

の
理
念
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
陳
炯
明
自
身
の
「
連
省
自
治
」
の
理

念
に
も
合
致
す
る
。
陳
炯
明
自
身
は
、「

南
護
法
区
」
時
代
、
福
建
人
の
福
建
を

主
張
し
て
、
省
長
の
地
位
に
就
い
て
い
な
いi

。
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さ
ら
に
、「

南
護
法
区
」
時
代
の
政
治
的
民
主
化
に
つ
い
て
触
れ
た
論
文
に
、

『
民
国
初
年
的
聯
省
自
治
運
動
』
が
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
陳
炯
明
は
「

南
護

法
区
」
時
代
、

州
で
行
っ
た
県
長
民
選
政
策
を
全
国
的
な
初
め
て
の
試
み
で
あ
る

と
論
じ
て
い
るo

。
福
建
か
ら
、
広
東
に
復
帰
し
た
後
も
、
陳
炯
明
は
階
級
独
裁
を
う

た
わ
ず
、
人
民
へ
の
全
権
力
の
返
還
を
主
張
し
て
い
る!0

。
し
た
が
っ
て
、
政
治
的
民

主
化
と
い
う
点
で
は
、
陳
炯
明
の
広
東
省
で
の
「

南
護
法
区
」
は
「
連
省
自
治
」

の
雛
型
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

「

南
護
法
区
」
を
広
東
省
で
の
「
連
省
自
治
」
の
出
発
点
で
あ
る
と
論
じ
る
研

究
の
中
に
は
、
政
治
的
民
主
化
以
外
の
角
度
か
ら
論
じ
る
研
究
も
あ
る
。

「
陳
炯
明
與
広
東
省
憲
運
動
」（『
伝
記
文
学
』
第
四
十
三
巻
第
一
期
）
で
、
陳
炯
明

を
論
じ
た
胡
春
恵
氏
は
、
陳
炯
明
が
連
省
自
治
に
熱
中
し
た
理
由
を
分
析
し
て
い
る
。

胡
春
恵
氏
に
よ
る
と
、
陳
炯
明
は
、
連
省
思
想
の
影
響
を
受
け
た
の
み
な
ら
ず
、

「

南
護
法
区
」
で
の
建
設
に
お
い
て
、
教
育
を
刷
新
し
、
都
市
整
備
等
の
活
動
に

あ
た
っ
た
。
こ
の
時
の
建
設
の
成
果
が
社
会
的
に
大
き
く
礼
賛
さ
れ
た
。
こ
れ
が

「
連
省
自
治
」
の
理
想
と
か
な
り
の
程
度
、
合
致
し
た
の
で
、
そ
の
後
、
陳
炯
明
は

連
省
自
治
に
没
頭
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た!1

。

「

南
護
法
区
」
時
代
の
陳
炯
明
の
活
動
と
し
て
、
政
治
的
民
主
化
以
外
に
、
雑

誌
の
発
刊
や
青
年
の
留
学
政
策
を
挙
げ
る
論
文
も
あ
る!2

。「
陳
炯
明
與
新
秀
才
造
反
」

（『
伝
記
文
学
』
第
三
十
二
巻
第
二
期
）!3

は
陳
炯
明
が
、
教
育
に
関
し
て
教
育
会
議
や
視

察
を
行
い
、
各
県
の
教
育
事
情
を
検
討
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
陳
炯
明
が
、

後
日
の
広
東
省
を
舞
台
と
し
た
「
連
省
自
治
」
の
た
め
に
、
何
を
得
た
の
か
に
つ
い

て
は
定
か
で
は
な
い
。
陳
炯
明
の
思
想
面
に
関
し
て
は
、
政
治
的
民
主
化
と
い
う
点

以
外
に
も
、
嵯
峨
氏
に
よ
る
と
、
陳
炯
明
は
無
政
府
主
義
の
影
響
を
う
け
つ
つ
も
、

啓
蒙
主
義
的
な
傾
向
を
有
し
て
い
た
。
陳
炯
明
に
と
っ
て
、

州
は
自
身
の
理
想
の

た
め
の
実
験
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
広
東
へ
の
帰
還
後
、
連
省
自
治
の
実
践
を
行

っ
た
の
で
あ
っ
た!4

。
陳
炯
明
は
教
育
熱
心
な
人
物
で
あ
っ
た!5

。
教
育
に
力
を
い
れ
、

啓
蒙
主
義
的
傾
向
を
示
し
た
こ
と
は
、
陳
炯
明
自
身
の
思
想
に
と
っ
て
、
合
致
す
る

も
の
で
は
あ
ろ
う
。

だ
が
、
な
ぜ
、
各
種
の
建
設
事
業
が
政
治
的
民
主
化
を
目
指
す
は
ず
の
「
連
省
自

治
」
と
理
念
的
に
一
致
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。
又
、
政
治
的
民
主
化
、
建

設
事
業
を
論
じ
た
各
論
文
と
も
に
、「

南
護
法
区
」
の
背
後
に
、
い
か
な
る
社
会

構
造
が
存
在
し
て
い
た
の
か
が
読
み
と
り
難
い
。

故
に
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、「

南
護
法
区
」
の
現
場
で
の
活
動
を
表

面
的
に
追
求
す
る
の
が
主
た
る
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
活
動
の
背
景

に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
、
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
嵯
峨
氏
の

言
う
よ
う
に
、「

南
護
法
区
」
の
問
題
は
研
究
の
力
点
が
置
か
れ
て
こ
な
か
っ
た

と
評
価
し
う
る
。

「

南
護
法
区
」
の
背
後
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
と
な
り
う
る
の
が
、

た
と
え
ば
、
廈
門
駐
在
の
米
国
総
領
事
の
報
告
で
あ
ろ
う
。
同
報
告
は
、
建
設
事
業

の
た
め
に
徴
税
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
の
政
権
の
徴
税
よ
り
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

賠
償
不
足
の
問
題
が
あ
る
も
の
の
、「
あ
る
種
の
資
産
」
が
公
用
に
充
て
ら
れ
て
い

る
。

州
の
一
般
人
民
は
こ
れ
ら
の
政
策
を
支
持
し
て
い
る
、
と
陳
炯
明
の
建
設
事

業
を
報
告
し
て
い
る!6

。
こ
の
他
、「

南
護
法
区
」
の
背
後
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
、

ヒ
ン
ト
と
な
り
う
る
も
の
に
、『
陳
炯
明
的
一
生
』
が
あ
る
。
同
書
は
陳
炯
明
が
軍

事
力
拡
充
の
為
に
、
当
地
の
「
土
豪
劣
紳
」
と
協
力
し
て
、
地
元
住
民
を
収
奪
し
、

そ
の
た
め
に
反
乱
が
勃
発
し
た
も
の
の
、
機
関
銃
で
弾
圧
し
た
と
論
じ
て
い
る!7

。
ま

た
、
陳
炯
明
が
一
人
で
数
十
県
の
知
事
を
作
り
出
し
た
と
述
べ
て
い
る!8

。
陳
炯
明

の

州
時
代
の
政
治
に
関
し
て
は
、
社
会
改
良
の
性
格
を
有
し
て
は
い
た
。
し
か
し
、

土
地
問
題
に
は
全
く
言
及
し
な
い
等
、
陳
炯
明
は
「
あ
る
種
の
封
建
主
義
保
留
し
、

回
復
し
て
い
た
」
と
論
じ
て
い
る!9

。『
陳
炯
明
的
一
生
』
か
ら
は
、
陳
炯
明
自
身
が
、

特
定
の
支
持
基
盤
を
持
ち
、
他
の
階
級
・
階
層
と
対
立
す
る
な
ど
の
現
実
か
ら
、
政

治
的
民
主
化
と
い
う
課
題
が
当
時
の
福
建
南
部
の
社
会
構
造
と
矛
盾
し
て
い
た
こ
と
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が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
先
行
研
究
の
検
討
か
ら
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
問
題
点
の
他
に
、
広
東
に
お

け
る
「
連
省
自
治
」
の
予
行
演
習
が
な
ぜ
、
他
省
た
る
福
建
省
で
行
な
わ
れ
た
の
か

と
い
う
疑
問
も
残
る
。
本
論
文
で
は
、
本
章
で
浮
か
び
上
が
っ
た
各
種
の
問
題
に
迫

っ
て
み
た
い
。

第
一
章
　
陳
炯
明
の
思
想
と
行
動

第
一
節
　
陳
炯
明
の
福
建
南
部
駐
留
の
理
由

陳
炯
明
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
三
）
は
広
東
省
海
豊
県
出
身
の
郷
紳
（
後
述
）
で
あ

っ
た
。
清
朝
末
期
、
諮
議
局
（
一
種
の
省
議
会
）
議
員
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
孫
文

の
中
国
同
盟
会
（
後
の
中
国
国
民
党
）
に
入
党
、
こ
の
時
、
無
政
府
主
義
の
影
響
を

受
け
た@0

。
ま
た
、
辛
亥
革
命
時
、
革
命
を
指
揮
し
、（
会
党@1

等
か
ら
な
る
）「
民
軍
」

を
使
っ
て
、
権
力
奪
取
に
成
功
し
、
広
東
省
代
理
都
督
（
代
理
の
行
政
長
官
）
と
し

て
、
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
。
辛
亥
革
命
時
、
広
東
省
に
お
い
て
、「
民
軍
」
を
率

い
て
蜂
起
し
た
勢
力
は
、
陳
炯
明
以
外
に
複
数
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
民
軍
に

よ
っ
て
、
都
市
部
・
広
州
の
治
安
が
悪
化
、
特
に
商
人
か
ら
の
治
安
維
持
の
要
求
が

起
こ
っ
た
。
そ
れ
に
応
え
て
、
陳
炯
明
は
他
の
各
民
軍
を
挑
発
、
攻
撃
す
る
形
で
、

軍
を
整
理
し
、
軍
事
力
を
掌
握
し
て
い
る@2

。
こ
の
時
、
敗
走
し
た
敵
軍
の
兵
が
農
村

に
逃
げ
込
む
と
、
そ
の
村
ご
と
敵
と
み
な
し
て
、
掃
討
作
戦
を
行
っ
て
い
る
。
陳
炯

明
が
こ
の
よ
う
な
態
度
を
採
っ
た
の
は
、
一
種
の
血
縁
共
同
体
で
あ
る
「
宗
族
」@3

を

基
礎
と
し
て
同
姓
の
者
で
固
ま
っ
て
い
た
広
東
農
村
は
、
既
に
清
代
か
ら
団
結
し
て
、

納
税
拒
否
を
行
う
等
し
て
い
た
た
め
、
農
村
部
は
支
持
基
盤
と
は
な
し
え
ず
、
都
市

部
の
商
人
層
に
支
持
基
盤
を
置
く
べ
き
、
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
掃
討
作
戦
に
関
し
て
、
広
東
省
議
会
は
陳
炯
明
を
弾
劾
し
て
い
る
が
、
商
人
出

身
議
員
は
「
弾
劾
」
に
反
対
し
て
い
る
。
陳
炯
明
が
都
市
商
人
層
を
支
持
基
盤
と
し

て
い
た
証
左
で
あ
ろ
う
。「
宗
族
」
を
土
台
と
し
た
当
時
の
広
東
農
村
は
、
い
わ
ゆ

る
農
村
の
実
力
者
で
あ
り
、
地
主
と
し
て
の
「
郷
紳
」
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。

広
東
農
村
に
お
い
て
は
、
族
田@4

を
有
す
る
等
、「
郷
紳
」
は
極
め
て
大
き
な
力
を
有

し
て
い
た
。
郷
紳
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ら
広
東
の
農
村
は
清
代
か
ら
、
半
ば
、
独
立

王
国
と
化
し
、
相
互
に
、
激
烈
な
械
闘
（
村
同
士
の
抗
争
）
を
行
っ
て
い
た
。
械
闘

に
対
し
て
は
、
政
府
当
局
も
清
代
か
ら
、
対
処
で
き
ず
に
い
た
の
で
あ
る@5

。

辛
亥
革
命
の
後
、
陳
炯
明
は
、
辛
亥
革
命
後
に
政
権
を
奪
い
大
総
統
の
地
位
に
就

い
た
袁
世
凱
の
権
力
強
化
に
反
対
し
て
起
き
た
第
二
革
命
時
に
は
、
広
東
省
を
追
わ

れ
て
い
る@6

。
そ
の
後
、
第
三
革
命
（
自
身
の
皇
帝
即
位
に
よ
る
帝
政
復
活
を
宣
言
し
た
袁

世
凱
の
帝
政
反
対
へ
の
蜂
起
）
で
挙
兵
し
て
い
る
。
そ
の
陳
炯
明
が
、
一
九
一
八
年
か

ら
一
九
二
〇
年
に
か
け
て
、
福
建
省
南
部
に
駐
留
し
て
い
た
の
は
、
当
時
の
中
国
の

情
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
一
六
年
、
第
三
革
命
に
よ
っ
て
、
帝
政
復
活
に
失
敗
し
た
袁
世
凱
が
失
脚
、

死
亡
す
る
と
、
中
国
は
内
乱
状
態
に
陥
っ
た
。
華
北
で
は
、
旧
袁
世
凱
派
が
い
く
つ

か
の
派
閥
に
分
か
れ
た
。
そ
の
有
力
な
派
閥
が
安
徽
派
（
段
祺
瑞
系
）
と
直
隷
派

（
呉
佩
孚
系
）
で
あ
っ
た
。
両
派
は
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
南
部
で
は
、
袁
世

凱
の
帝
政
復
活
に
反
対
（
い
わ
ゆ
る
第
三
革
命
）
し
て
決
起
し
た
各
省
で
の
勢
力
が
そ

の
ま
ま
軍
備
を
か
か
え
、
軍
閥
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
軍
閥
は
、
旧
袁
系
軍
閥
に

系
列
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

安
徽
派
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
段
祺
瑞
は
国
務
総
理
に
就
い
た
。
す
で
に
、
一
九
一
四

年
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
親
日
派
の
段
祺
瑞
は
当
時
、
日
本
と
交
戦
状

態
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
に
対
し
、
宣
戦
を
布
告
し
、
参
戦
す
る
。
国
会
を
半
ば
無
視
し

て
の
参
戦
で
あ
っ
た
。
国
会
無
視
に
憤
慨
し
た
国
民
党
議
員
は
、
広
州
に
南
下
、
非

常
国
会
を
召
集
、
孫
文
を
大
元
帥
に
選
挙
す
る
も
、
孫
文
は
当
時
、
軍
を
有
し
て
は

い
な
か
っ
た
。
故
に
、
そ
の
下
に
集
っ
た
各
省
軍
閥
に
よ
っ
て
、
政
府
は
七
人
総
裁

三
七

福
建
に
お
け
る
陳
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制
（
孫
文
を
最
高
指
導
者
と
す
る
の
で
は
な
く
、
七
人
の
代
表
の
合
議
と
す
る
制
度
。
孫
文

は
そ
の
中
の
一
代
表
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
）
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
れ
を
見
て
、
孫
文
は

自
身
の
革
命
運
動
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
、
上
海
に
去
っ
た
。

七
人
総
裁
制
の
下
、
広
東
で
有
力
に
な
っ
た
の
は
、
広
西
軍
閥
で
あ
っ
た
。
広
西

軍
閥
は
、
対
広
東
支
配
の
た
め
に
は
、
第
三
革
命
時
、
広
東
で
挙
兵
し
た
（
陳
炯
明

を
含
む
）
広
東
軍
が
妨
げ
だ
と
思
い
、
広
東
軍
の
自
滅
を
図
っ
た
。
広
西
軍
閥
は
、

「
直
隷
」
に
系
列
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
福
建
軍
閥
の
李
厚
基
は
「
安
徽
」
に

系
列
化
さ
れ
て
お
り
、
戦
い
の
理
由
が
あ
っ
た
。
故
に
、
陳
炯
明
指
揮
の
も
と
、

「
援

粤
軍
」
の
名
で
広
東
軍
を
対
福
建
省
戦
線
に
投
入
し
て
、
自
滅
さ
せ
よ
う
と

し
た
。
以
上
が
、
広
東
人
で
あ
り
な
が
ら
、
陳
炯
明
が
福
建
に
出
兵
、
駐
留
し
た
理

由
で
あ
る@7

。
し
か
し
、
陳
炯
明
は
自
滅
せ
ず
、
福
建
南
部
（

南
）
に
、

州
を
中

心
と
し
て
、
駐
留
し
た
。「

南
護
法
区
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

第
二
節
　

南
で
の
陳
炯
明
の
啓
蒙
活
動

南
護
法
区
で
は
、
一
九
二
〇
年
、
春
の
大
運
動
会
（
こ
れ
は
、
序
章
で
検
討
し
た

陳
炯
明
の
教
育
熱
心
の
ひ
と
つ
の
具
体
的
成
果
だ
と
さ
れ
て
い
る@8

）
が
開
か
れ
た
。
そ
の

時
、
洋
服
姿
の
数
人
の
青
年
が
北
京
語
で
演
説
し
、
福
建
人
が
通
訳
す
る
と
い
う
形

で
、
無
政
府
主
義
の
宣
伝
が
な
さ
れ
た
。
軍
関
係
者
、
教
師
、
学
生
、
労
働
者
、
農

民
、
女
性
ら
か
ら
聴
衆
が
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
間
か
ら
、
革
命
を
叫
ぶ
声
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
た@9

。

「

南
護
法
区
」
で
の
文
化
活
動
の
一
つ
が
雑
誌
『

星
』
の
発
行
だ
っ
た
。

『

星
』
に
は
、
国
家
否
定
を
主
張
す
る
記
事
の
他
、
様
々
な
社
会
変
革
に
関
す
る

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。『

星
』
は
無
政
府
主
義
者
が
、
運
営
の
主
導
権
を
握
っ
て

い
た
雑
誌
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
当
時
の
青
年
、
知
識
人
が
関
心
を
示

し
て
い
た
各
思
想
の
紹
介
と
い
う
傾
向
に
あ
っ
た#01

。

政
治
的
民
主
主
義
の
た
め
に
は
、
政
治
的
諸
自
由
が
欠
か
せ
な
い
。
陳
炯
明
自
身
、

連
省
自
治
を
支
持
し
、
全
人
民
の
政
治
参
加
を
主
張
し
て
い
る
以
上
、
思
想
の
自
由

を
許
す
態
度
は
当
然
で
は
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
。

第
三
節
　
福
建
社
会
と
陳
炯
明
の
思
想

当
時
の
陳
炯
明
の
思
想
的
態
度
の
背
景
の
探
索
に
対
す
る
解
答
と
し
て
、
様
々
な

潮
流
を
競
わ
せ
る
こ
と
で
、
自
身
の

南
統
治
方
式
の
正
統
化
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
陳
炯
明
自
身
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、

駐
留
し
て
い
る
福
建
省
で
の
軍
事
力
の
問
題
が
あ
ろ
う
。

陳
炯
明
が
福
建
南
部
を
占
領
し
得
た
の
は
、
軍
事
力
に
よ
っ
て
、
で
あ
る
。
広
東

反
攻
に
も
軍
事
力
が
必
要
で
あ
る
。『

星
』
に
は
、「
軍
人
問
題
還
要
軍
人
自
覚
」

（「
軍
人
問
題
は
な
お
、
軍
人
の
自
覚
を
要
す
る
」）
と
言
う
記
事
が
あ
り
、
軍
人
は
否
定

さ
れ
る
べ
き
存
在
で
は
あ
る
が
、
長
期
の
紆
余
曲
折
を
経
ね
ば
な
ら
ず
、
軍
人
撲
滅

は
軍
人
の
手
に
よ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
大
規
模
な
旧
体
制
の
破
壊
を
要
す
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
な
す
の
が
軍
人
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る#1

。「
軍
人
問
題

還
要
軍
人
自
覚
」
の
よ
う
な
主
張
が
存
在
す
れ
ば
、
陳
炯
明
が
福
建
南
部
で
自
軍
を

拡
充
し
つ
つ
、
軍
事
力
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
の
正
当
化
の
一
助
と
な
り
う

る
。

南
護
法
区
で
は
、
軍
人
支
配
は
否
定
で
き
な
い
条
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

無
政
府
主
義
の
原
則
に
沿
っ
て
、
軍
人
、
兵
士
を
も
教
育
す
る
動
き
か
ら
、
上
官
へ

の
絶
対
的
な
服
従
の
精
神
が
改
め
ら
れ
た
。
故
に
、
軍
幹
部
は
不
満
の
声
を
挙
げ
て

い
た
の
で
あ
る#2

。

こ
の
よ
う
な
「

南
護
法
区
」
の
置
か
れ
た
福
建
南
部
は
、
土
地
は
狭
く
、
や
せ

て
い
て
、
収
入
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
陳
炯
明
は
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
樹
木

を
乱
伐
す
る
等
し
て
、
地
元
住
民
の
不
満
を
招
い
て
い
た#3

。
一
九
二
〇
年
（
民
国
九

年
）
に
は
、
平
和
県
で
、
農
民
の
反
乱
が
起
こ
っ
て
い
る#4

。
で
は
、
陳
炯
明
の
功
績
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福
建
に
お
け
る
陳
炯
明

が
言
わ
れ
る

州
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

第
二
章
　

州
の
現
実
と

南
護
法
区
の
教
育
政
策

第
一
節
　
二
〇
世
紀
初
頭
の

州

二
〇
世
紀
初
頭
の
報
告
書
、『
福
建
事
情
実
査
報
告
』（
以
下
、『
報
告
』
と
略
す
）

に
は
、
各
種
の
「

州
府
」
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
、「
市
邑
　

州
府
」
に

は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

「

、
汀
、
龍
二
府
一
州
の
行
政
を
総
覧
す
る
通
台
の
駐
在
す
る
と
こ
ろ
、
且
つ
、

水
運
の
便
に
よ
り
て
、
直
ち
に
、
一
日
し
て
、
廈
門
に
通
じ
、
内
地
に
向
け
て
は
渓

流
を
利
用
し
て
、
交
通
の
便
を
有
す
る
が
故
に
、

州
は
城
郭
宏
大
に
人
口
稠
密

し
、
商
業
繁
盛
な
る
全
省
屈
指
の
一
都
市
た
り
。
文
武
諸
官
街
を
始
め
、
郵
政
、
電

信
、
厘
金
、
保
甲
の
諸
局
あ
り
。
外
国
教
会
堂
、
師
範
学
堂
、
中
学
堂
の
設
け
あ
り
。

城
内
の
街
巷
は
九
街
十
三
胡
同
と
称
し
、
東
埔
頭
、
十
字
街
、
公
府
街
、
海
道
候
、

馬
坪
街
、
府
口
街
、
東
坂
後
南
市
街
等
あ
り
。
馬
坪
街
に
は
、
銀
店
多
く
、
府
口
街

に
は
洋
貨
店
多
く
、
南
市
街
に
は
海
貨
、
綿
店
及
び
当
店
多
く
、
十
字
街
に
は
、
糸

線
、
洋
貨
、
皮
類
の
店
舗
多
し
。
城
外
南
門
外
の
陳
公
巷
は

州
第
一
の
富
街
に
し

て
、
土
店
、
五
穀
店
、
布
店
、
糖
行
、
米
行
及
び
、
当
店
の
ご
と
く
、
巨
商
は
多
く
、

此
処
に
群
居
せ
り
。
杉
巷
街
、
洋
楼
州
、
角
仔
橋
、
獄
口
、
新
行
街
、
巷
下
街
等
は

い
ず
れ
も
、
繁
盛
の
巷
な
り
」#5

。

陳
炯
明
が
援

粤
軍
を
率
い
て
、
福
建
省
に
来
た
際
、

州
を
拠
点
と
し
た
の

は
、『
報
告
』
が
描
写
し
て
い
る
、
富
裕
な
経
済
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
広
東
省
で
優
勢
と
な
っ
た
広
西
軍
閥
は
、
陳
炯
明
の
自
滅
を
望
ん
で
い
る
以

上#6

、
後
方
か
ら
の
支
援
を
期
待
で
き
な
い
陳
炯
明
と
し
て
は
、
経
済
力
の
あ
る

州

の
存
在
は
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
報
告
』
は
繁
栄
と
同
時
に
、
流

通
の
拠
点
で
も
あ
る

州
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
。

「
商
業
上
の
規
模
、
及
び
貨
物
の
集
散
、
共
に
、
称
す
る
に
た
る
も
の
あ

り
。

州
城
内
に
は
、
左
の
六
市
場
あ
り
て
、
日
々
、
一
定
の
時
間
を
も
っ
て
、
開

業
せ
ら
る
る
。

・
新
橋
頭
（
菓
子
館
）
・
浦
頭
（
魚
行
）
・
東
郭
宮
（
茶
行
）
・
北
廟
（
糖
市
）
・
塔

口
庵
（
猪
仔
市
）
・
東
系
内
（
麦
仔
市
）

郷
村
に
は
、
墟
あ
り
。
毎
十
日
ご
と
に
、
二
回
宛
、
露
天
を
張
り
、
付
近
村
民
を
顧

客
と
し
て
、
日
用
品
を
販
売
す
。
し
か
し
て
、
墟
に
来
集
す
る
も
の
は
、
各
々
、
地
方

の
産
物
ま
た
は
、
自
己
の
製
作
品
を
携
え
て
来
た
り
て
、
四
隣
郷
村
の
需
要
を
待
つ
も

の
な
る
を
も
っ
て
、
半
日
、
寂
寥
の
村
落
も
忽
ち
熱
閙
の
巷
と
な
る
」#7

・
・
・
・
・
・

「
物
価
は
別
表#8

に
掲
く
る
如
く
、
且
つ
、
か
つ
、
綢
緞
、
布
疋
類
、
干
鰕
等
の
海
産

物
、
そ
の
他
、
北
洋
雑
貨
、
外
国
品
等
も
、
廈
門
に
比
す
れ
ば
、
著
し
く
低
廉
な
り
。

是
れ
、
す
な
わ
ち
、
生
活
費
の
低
度
に
て
、
家
賃
の
ご
と
き
も
、
廈
門
の
ご
と
く
、

高
価
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
米
穀
、
惣
菜
等
の
日
用
品
は
他
の
供
給
を
受
け
ず
し

て
、
本
地
産
を
用
い
る
等
の
事
情
あ
る
が
た
め
な
り
」#9

。

以
上
は
殆
ど
「

州
市
区
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
物
価
の
低
さ
も
陳
炯
明
に

と
っ
て
は
、
駐
留
の
理
由
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「

州
市
区
」
以
外

の

州
府
内
は
戦
乱
や
天
災
で
荒
廃
し
、「
住
民
は
活
路
を
求
め
ん
と
し
て
、
諸
方

に
流
散
し
、
為
に
、
一
層
、
寂
漠
た
る
光
景
を
呈
す
る
に
至
れ
り
」
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た$0

。

第
二
節
　

南
に
お
け
る
陳
炯
明
の
教
育
拡
充
構
想
な
ら
び
に
そ
の
実
態

そ
の

州
に
お
い
て
、
陳
炯
明
は
、
軍
事
弾
圧
の
他
に$1

、
所
謂
「
刷
新
政
治
」
を

行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
刷
新
政
治
」
の
一
つ
と
し
て
、
教
育
改
革
が

あ
る
。
陳
炯
明
は
「
国
家
の
根
本
は
国
民
に
あ
り
、
国
民
の
良
否
は
教
育
に
あ
る
」$2



と
論
じ
、「
振
興
教
育
令
」
に
お
い
て
は
「
教
育
は
国
家
の
根
本
事
業
」
と
述
べ
て

い
る
。
そ
の
「
振
興
教
育
令
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
教
育
改
革
の
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。

「
改
良
す
べ
き
も
の：

（
甲
）
県
教
育
行
政
。（
一
）
学
所
長
所
員
は
規
則
に
従
っ

て
人
材
を
選
抜
し
、
道
尹
に
申
請
し
て
委
任
し
、
本
部
に
報
告
し
て
審
査
す
る
こ
と

を
勧
告
す
る
。
資
格
や
決
ま
っ
た
規
則
に
合
わ
な
い
よ
う
な
原
任
職
員
お
よ
び
任
に

堪
え
得
ぬ
者
は
交
換
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
二
）
学
所
長
所
員
は
他
の
職
を
兼
ね
得
な

い
よ
う
に
勧
告
す
る
こ
と
。（
三
）
県
視
学
は
専
門
職
員
を
設
置
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
規

則
に
従
っ
て
、
人
材
を
選
抜
し
、
道
尹
に
委
任
を
申
請
し
、
本
部
に
報
告
し
て
、
審

査
す
る
。（
四
）
各
学
区
は
一
人
、
学
務
委
員
を
設
け
、
該
当
学
区
の
教
育
業
務
を
行

う
。（
五
）
夏
休
み
に
は
、
県
教
育
行
政
会
議
を
開
催
す
る
。（
六
）
師
範
の
卒
業
人
数

を
調
査
す
る
こ
と
。
数
が
足
り
ぬ
場
合
、
師
範
講
習
所
あ
る
い
は
中
級
教
員
養
成
所

の
設
置
を
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。（
七
）
各
校
の
教
職
員
の
資
格
、
成
績
を
審
査
し
、

地
位
の
保
障
を
規
定
す
る
。（
乙
）
学
校
教
育
。（
一
）
教
授
管
理
訓
練
の
改
良
研
究
。

（
二
）
課
外
の
各
種
遊
芸
会
を
推
進
す
る
。（
三
）
学
校
と
家
庭
の
連
絡
を
実
行
す
る
。

積
極
的
に
扱
う
べ
き
も
の：

（
甲
）
義
務
教
育
。（
一
）
学
齢
児
童
及
び
学
齢
以

下
の
児
童
を
調
査
し
、
以
っ
て
、
教
育
を
普
及
す
る
年
限
を
定
め
、
本
学
年
は
先
に

城
区
の
調
査
の
み
を
完
成
さ
せ
、
若
干
の
国
民
学
校
を
設
置
し
、
一
律
に
、
郷
社
の

模
範
と
な
す
べ
き
と
規
定
す
る
。（
二
）
国
民
学
校
を
拡
充
す
る
こ
と
（
多
く
は
単

級
制
）。（
三
）
半
日
半
夜
学
校
の
設
置
を
推
進
。（
乙
）
社
会
教
育
。（
一
）
大
衆
向

け
講
演
を
実
施
し
、
口
語
体
の
新
聞
を
編
集
す
る
こ
と
。（
二
）
大
衆
向
け
図
書
館

の
設
置
。（
丙
）
職
業
教
育
。（
一
）
乙
種
実
業
学
校
の
設
置
の
推
進
。（
二
）
各
種

の
職
業
学
校
及
び
工
芸
廠
の
準
備
」$3

。

全
人
民
の
政
治
参
加
と
と
も
に
、
個
々
人
の
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
で
、「
下
」
か

ら
の
改
革
を
志
向
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
の
た
め
の
「
啓
蒙
主
義
」
で
も
あ
っ
た

と
も
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
陳
炯
明
の
思
想
、
構
想
を
、
当
時
の
福
建
南
部
の
社

会
は
受
け
入
れ
え
た
の
か
。
当
時
の
福
建
南
部
で
は
、
教
育
は
さ
ほ
ど
、
普
及
し
て

い
な
い
。『
報
告
』
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
海
澄
県
、
資
乏
し
く
し
て
、
学
堂
は
徒
ら
に
名
の
み
存
し
、
実
際
に
休
講
せ
り
。

学
堂
の
数
は
、
城
の
内
外
を
通
じ
て
、
三
十
に
近
き
も
、
生
徒
は
一
塾
二
十
名
を
最

多
と
し
、
而
も
、
そ
の
教
う
る
所
は
四
書
五
経
の
素
読
、
及
び
、
文
字
の
書
方
に
外

な
ら
ざ
る
な
り
」$4

。
こ
う
し
た
事
情
は
他
県
で
も
同
じ
で
あ
っ
た$5

。

当
時
の

州
に
お
い
て
は
、「
私
塾
」
が
一
般
的
教
育
機
関
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。『
報
告
』
は
、「
何
れ
も
、
寺
子
屋
的
組
織
に
し
て
、
漢
籍
と
習
字
を
教
え
、
午

前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
、
塾
内
の
各
生
徒
、
随
意
の
書
を
読
み
、
字
を
習
わ
し

め
、
教
師
は
鞭
を
手
に
し
て
、
精
励
を
督
す
と
い
う
に
過
ぎ
ず
」
と
伝
え
て
い
る$6

。

「
振
興
教
育
令
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
か
け
離
れ
た
実
態
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
教
育
改
革
の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

『
民
国
日
報
』（
上
海
）
は
、
教
育
改
革
の
結
果
と
し
て
、「
国
民
学
校
が
四
七
箇

所
、
高
等
学
校
な
ら
び
に
乙
種
農
業
が
五
箇
所
増
え
、
工
読
（
働
き
な
が
ら
学
ぶ
―
筆

者
注
）
学
校
が
一
箇
所
、
女
子
師
範
講
習
所
が
各
一
箇
所
、
添
え
ら
れ
、
ま
た
、
半

夜
（
夜
間
）
学
校
が
九
〇
箇
所
設
立
さ
れ
た
」
と
報
じ
て
い
る$7

。
ま
た
、「
龍
渓
一
邑

で
計
算
す
る
な
ら
ば
、
学
生
数
は
約
一
二
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
で
あ
り
、
去
年
に
比
較

し
て
、
約
三
倍
の
増
加
」
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。
同
日
の
記
事
に
は
「
人
は
学
を

失
わ
ず
、
学
を
以
っ
て
用
と
な
す
」
と
い
う
一
文
も
見
ら
れ
る$8

。

『
民
国
日
報
』（
上
海
）
か
ら
は
、
当
時
の
福
権
南
部
が
、
陳
炯
明
の
上
記
構
想

を
受
け
入
れ
る
素
地
を
有
し
て
い
た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
荒
廃
し
た
福

建
南
部
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
支
え
た
資
金
は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
。
ヒ
ン
ト
と
な

る
の
が
、
孫
文
の
陳
炯
明
宛
の
書
簡
（
一
九
一
九
年
）
で
あ
る
。
同
書
簡
は
、

州

等
の
富
裕
商
人
等
の
華
僑
は
、

州
等
の
富
裕
商
人
等
の
華
僑
は
陳
炯
明
の
「

南

護
法
区
」
の
事
を
聞
い
て
、
興
奮
し
、
故
郷
の
た
め
に
帰
国
し
て
、
努
力
す
る
意
思

が
あ
る
こ
と
、
陳
炯
明
に
、
帰
国
華
僑
を
保
護
し
、
実
業
振
興
を
助
け
る
べ
き
こ
と
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を
奨
め
て
い
る$9

。
こ
の
書
簡
か
ら
、
華
僑
の
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。

州
は
華
僑
を

多
く
輩
出
し
た
「
重
点
僑
区
」（
総
人
口
の
二
〇
％
以
上
が
華
僑
）
で
も
あ
る%0

。
海
外

に
出
稼
ぎ
に
出
る

州
人
は
、
大
金
を
作
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た%1

。
福
建
出
身

の
華
僑
は
、
自
ら
の
出
身
地
に
学
校
を
建
設
す
る
な
ど
し
て
、
地
元
の
教
育
の
向
上

等
に
努
力
し
て
い
た
。
華
僑
の
多
い
地
区
で
は
、
辛
亥
革
命
後
、
教
育
に
関
す
る
様

相
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

第
三
節
　
陳
炯
明
と
福
建
華
僑

戦
前
に
福
建
を
調
査
し
た
『
南
洋
社
会
と
福
建
・
広
東
社
会
』
は
、

州
を
含
む

地
区%2

で
は
、
一
九
一
三
年
に
男
子
小
学
校
、
一
七
年
に
女
子
小
学
校
、
一
八
年
に
は

幼
稚
園
、
中
学
校
、
中
学
程
度
の
師
範
学
校
の
三
校
が
創
立
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
に

は
、
商
業
学
校
、
生
産
学
校
（
い
ず
れ
も
中
学
程
度
）、
農
林
学
校
（
一
九
二
五
年
創
立
）

の
七
つ
の
学
校
が
設
立
さ
れ
、
あ
る
華
僑
の
富
豪
が
、
そ
の
資
金
援
助
を
負
担
し
て

い
た%3

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
九
一
三
年
の
初
等
小
学
校
の
創
立
よ
り
、
村
内
子
弟

の
教
育
奨
励
と
学
費
免
除
等
で
、
教
育
を
普
及
し
た
と
こ
ろ
、
学
齢
児
童
の
一
〇
〇

分
の
九
〇
が
学
校
に
入
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た%4

。
又
、
華
僑
の
家
庭
で
は
、
女

子
教
育
も
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
娘
の
商
店
勤
務
や
、
結
婚
後

の
商
売
で
の
夫
へ
の
助
力
を
希
望
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
又
、
当
時
、
男
子
は
、

一
定
年
齢
と
な
る
と
、
商
業
を
学
ぶ
た
め
に
、
海
外
に
出
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対

し
、
女
子
は
家
庭
経
済
の
維
持
責
任
が
な
い
ゆ
え
に
、
む
し
ろ
、
長
期
間
、
学
習
さ

せ
、
結
婚
時
の
能
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
傾
向
も
あ
っ
た%5

。

華
僑
の
多
い
地
区
の
な
か
で
も
、

州
を
含
む
地
区
は
、
他
の
地
区
よ
り
も
教
育

環
境
は
進
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る%6

。

州
を
含
む
地
区
で
は
、
学
校
教
師
が
皆
、
師

範
学
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
又
、
華
僑
学
校
は
国
語
（
―
北
京
語
）
を
重
視
し
、
小

学
校
卒
業
生
は
国
語
が
出
来
る
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。
前
章
第
二
節
で
紹
介
し
た
よ
う

な
北
京
語
の
演
説
は
受
け
入
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
他
の
地
区
の
教
員
は
、
そ
の
多
く
が
私
塾
出
身
で
あ
っ
た
。
教
師
と
し
て

の
能
力
が
不
足
し
、
国
語
（
北
京
語
―
筆
者
注
）
も
知
ら
な
い%7

の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

陳
炯
明
が

州
で
、
近
代
教
育
の
教
育
の
普
及
を
主
張
し
え
た
の
は
、
華
僑
に
代

表
さ
れ
る

州
一
帯
の
教
育
熱
心
な
地
域
的
背
景
が
あ
っ
た
。

陳
炯
明
に
と
っ
て
、
資
金
援
助
の
み
な
ら
ず
自
身
の
構
想
（
近
代
教
育
の
普
及
）

を
受
け
入
れ
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
華
僑
の
存
在
は
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
連
省
自
治
の
雛
型
の
一
つ
と
し
て
の
教
育
を
こ
の
福
建

南
部
で
行
っ
た
事
情
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
陳
炯
明
が
、「
振
興
教
育
令
」
を
発
し
た

の
は
、

州
占
領
前
か
ら
、
当
地
の
事
情
を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

華
僑
は
革
命
活
動
に
熱
心
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る%8

。
辛
亥
革
命%9

の
時
点
に
お
い
て
、
福

建
南
部
で
活
躍
し
た
華
僑
に
は
、

州
人
も
多
く
、
た
と
え
ば
、
ビ
ル
マ
で
は
、
革

命
勢
力
の
主
導
的
立
場
に
も
な
っ
て
い
る^0

。
彼
等
華
僑
は
、
革
命
の
宣
伝
、
支
援
等

を
東
南
ア
ジ
ア
方
面
で
行
っ
て
い
た
。
彼
等
は
、
風
水
害
の
よ
う
な
天
災
、
あ
る
い

は
、
地
理
的
条
件
（
人
口
が
多
い
割
に
は
、
山
岳
地
帯
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
耕
地
が
少
な

く
、
耕
作
の
限
界
が
き
て
い
た
等
）
に
よ
っ
て
、
耕
地
な
き
農
民
が
、
華
僑
と
し
て
、

東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
は
き
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る^1

。
彼
等
華
僑
は
棄
民
で
あ
っ
て
、

清
朝
政
府
の
保
護
は
望
め
な
か
っ
た^2

。
彼
等
は
海
外
で
迫
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
清
朝
は
彼
等
を
保
護
し
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
華
僑
の
間
で
は
、
清
朝
打
倒
の

革
命
熱
は
高
か
っ
た^3

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
華
僑
は
陳
炯
明
の
建
設
事
業
等
に
も
援

助
を
行
っ
て
い
る^4

。

第
四
節
　
陳
炯
明
の
建
設
事
業

陳
炯
明
は
建
設
事
業
と
し
て
、
橋
梁
修
復
や
堤
防
構
築
を
行
っ
た^5

。
当
時
の

州

は
市
区
の
堤
防
は
破
損
し
、
ま
た
、
橋
は
洪
水
と
な
る
と
、
そ
の
上
ま
で
水
が
く
る
、
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と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
故
に
、
城
壁
を
解
体
し
た
石
材
で
、
修
復
を
行
っ
た
の
で

あ
る^6

。
さ
ら
に
、
街
道
の
整
備
が
な
さ
れ
た
。
凸
凹
で
、
狭
い
道
を
整
理
し
、
石
板

を
敷
き
詰
め
た
通
り
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
街
道
沿
い
の
旧
式
な
破
損
し
た
店
舗

の
門
は
、
一
律
に
解
体
し
、
修
理
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
や
街
道
の
修
理
費

用
は
そ
の
商
店
が
負
担
し
、
普
遍
的
に
、
住
民
の
負
担
を
増
し
た
も
の
で
は
な
い
と

い
う
特
徴
が
あ
っ
た^7

。

ま
た
、
陳
炯
明
は
道
路
の
修
築
や
自
動
車
の
運
行
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

紳
商^8

か
ら
の
募
金
、
集
費
に
よ
っ
て
、「
汀

龍
長
途
汽
車
始
興
公
司
」
を
成
立
さ

せ
、
後
に
、「

浮
長
途
汽
車
公
司
」
と
改
名
し
た
。
公
司
は
自
動
車
と
汽
船
を
運

行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

州
―
石
碼
―
廈
門
の
交
通
を
改
良
し
て
い
る
。
結

果
、

廈
交
通
が
改
善
さ
れ^9

、
営
業
が
発
展
し
、
収
入
が
増
え
た
の
で
あ
っ
た&0

。

「
紳
」
と
は
、
陳
炯
明
が
結
合
し
て
い
た
農
村
を
支
配
し
て
い
た
郷
紳
（
土
豪
劣
紳
）

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

郷
紳
の
支
配
す
る
福
建
南
部
の
郷
村
は
当
時
、
多
数
の
匪
賊
に
よ
る
不
十
分
な
治

安
故
に
、
村
に
望
楼
を
設
け
る
等
、
自
衛
策
を
採
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
な
姿
で
あ

っ
た
。
こ
と
に
、
石
碼
の
場
合
は
、
四
層
の
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
等
、
頑
強
な
自

衛
策
を
採
っ
て
い
た&1

。
こ
の
よ
う
な
農
村
は
当
時
、
内
部
に
、
ど
の
よ
う
な
構
造
を

有
し
て
い
た
の
か
。

第
三
章
　

南
護
法
区
建
設
事
業
の
背
景
に
あ
っ
た
福
建
社
会
の
実
態

第
一
節
　
福
建
省
の
郷
村
社
会

福
建
省
で
は
、「

社
」（「

」
は
家
屋
の
意
、「
社
」
は
村
の
意
。
―
筆
者
注
）
と
称

す
る
各
村
で
は
、
村
名
に
姓
を
冠
せ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
落
は
同
族

の
も
の
同
士
で
団
結
し
て
い
る
の
が
、
一
般
的
で
あ
っ
た&2

。

こ
う
し
た
福
建
の
村
落
は
、
盛
ん
に
械
闘
を
引
き
起
こ
し
た
。
他
村
と
の
争
い
が

起
こ
っ
た
場
合
、
中
国
の
家
族
構
造
の
研
究
者
た
る
仁
井
田
陞
氏
に
よ
る
と
、
当
局

へ
の
提
訴
よ
り
も
、
実
力
に
よ
る
自
力
救
済
が
方
法
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た&3

。
こ
と
に

州
の
闘
争
は
激
烈
で
あ
り
、

州
で
は
、
す
べ
て
の
県
が
闘
い
、

す
べ
て
の
者
が
闘
う
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た&4

。

州
は
械
闘
の
本
場
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
清
朝
時
代
に
は
械
闘
が
風
俗
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る&5

。

広
東
の
農
村
社
会
（
第
一
章
参
照
）
と
の
共
通
点
の
多
い
福
建
省
の
郷
村
社
会
の

現
実
は
、
広
東
の
将
来
の
建
設
に
つ
い
て
、
陳
炯
明
に
あ
る
種
の
広
東
省
の
縮
図
的

な
感
覚
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
福
建
南
部
で
は
「
郷
団
運
動
」
と
称

す
る
自
衛
運
動
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た&6

。
福
建
南
部
は
、
南
洋
と
の
関
係
に

よ
る
経
済
力
の
発
達
の
ほ
か
、
大
家
族
組
織
が
各
自
の
軍
事
組
織
を
有
し
て
い
た
。

ゆ
え
に
、
福
建
南
部
で
の
武
装
的
自
衛
運
動
は
広
東
に
比
較
し
て
も
、
有
望
で
あ
る

と
い
う
論
評
が
一
九
二
〇
年
代
に
は
存
在
し
て
い
た&7

。
福
建
南
部
で
は
、
村
単
位
で

「
救
郷
軍
」
を
組
織
し
、「
武
装
自
衛
」
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
廈
門

を
中
心
に
、
福
建
南
部
の
大
半
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
た&8

。
陳
炯
明
は
、
広
東

帰
還
後
、
住
民
に
自
衛
措
置
を
採
る
よ
う
命
令
し
て
い
る&9

。
こ
の
命
令
は
福
建
―
広

東
の
社
会
構
造
の
類
似
（
例
え
ば
、
村
に
砦
を
構
え
て
い
る
の
は
、
広
東
農
村
で
も
一
般

的
な
現
象
で
あ
っ
た*0

）
ゆ
え
に
、「
救
団
運
動
」
を
コ
ピ
ー
し
、
匪
賊
に
対
抗
す
る
こ

と
を
制
度
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
広
東
で
も
、
匪
賊
が
社
会

を
荒
ら
し
て
お
り
、
陳
炯
明
自
身
、
そ
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た*1

。
同
時
に
、
武
装
自
衛
の
措
置
は
、
少
な
く
と
も
、
郷
紳
を
中
心
と
し
た
（
広
東

省
に
お
け
る
各
村
の
）
独
立
王
国
化
の
追
認
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
住
民
の
地
域
の

直
接
の
管
理
と
い
う
理
念*2

を
追
求
（
ま
た
は
支
持
）
す
る
態
度
を
と
り
つ
つ
、
郷
紳

の
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
保
証
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

広
東
省
に
見
ら
れ
た
各
村
の
一
種
の
独
立
王
国
化
現
象
は
福
建
南
部
で
も
起
き
て

い
た
の
で
は
な
い
か*3

。
閉
鎖
的
な
性
格
を
有
す
る
農
村
に
入
っ
て
徴
税
す
る
の
は
困
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難
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
徴
税
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
農
村
部
以
外
に
着
目

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
支
那
省
別
全
誌
・
福
建
省
』（
第
一
四
巻
）
に
よ
る
と
、「

州
は
龍
渓
の
下
流
に
位
し
、
南
渓
上
下
流
に
到
る
貨
物
は
全
部
こ
の
地
に
集
散
し
、

商
業
盛
か
ん
に
し
て
、

江
水
運
の
中
心
地
で
あ
っ
た
」*4

。
当
時
、

州
附
近
で

は
、
水
路
に
よ
る
交
通
が
盛
ん
で
あ
っ
た*5

。

州
―
廈
門
も
「
旅
客
及
び
雑
貨
の
運

は
多
く
民
船
に
依
る
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た*6

。「
汽
車
公
司
」
が
最
初
に
着
工
し

た
区
間
に
存
在
す
る
石
碼
は

州
府
内
の
富
裕
地
区
で
あ
り
、
水
運
に
よ
る
流
通
の

一
拠
点
で
も
あ
っ
た*7

。
旧
来
の
あ
る
種
、
非
能
率
な
水
運
中
心
の
交
通*8

よ
り
も
、
効

率
の
良
い
機
能
の
交
通
手
段
を
求
め
る
と
同
時
に
、
村
々
の
中
よ
り
も
各
流
通
拠
点

で
徴
税
し
た
い
と
い
う
事
情
か
ら
、

州
―
石
碼
―
廈
門
の
流
通
改
革
が
急
が
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

福
建
南
部
で
の
徴
税
の
実
態
が
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
、『
南
支
大
観
』
が
あ

る
。
同
資
料
に
よ
る
と
、
時
代
は
多
少
下
る
が
、
福
建
省
の
一
九
三
一
年
か
ら
三
五

年
に
か
け
て
の
「
田
賦
」（
土
地
税
）
の
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
一
〇
〜
二
〇
％

前
後
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
最
大
項
目
は
営
業
税
で
あ
る*9

。
た
だ
し
、
一
九
三
五

年
度
の
福
建
省
各
県
の
「
地
方
予
算
歳
入
総
額
」
で
は
、「
田
賦
附
加
税
」
が
最
大

項
目
と
な
っ
て
い
る(0

。「
田
賦
附
加
税
」
は
、
広
東
省
で
は
、「
田
賦
」
か
ら
独
立
し

た
税
項
目
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
農
民
へ
の
収
奪
を
意
味
し
て
い
た(1

。
広
東
省
と

類
似
し
た
社
会
構
造
を
有
し
て
い
た
福
建
南
部
に
お
い
て
も
農
民
へ
の
収
奪
を
意
味

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
陳
炯
明
が
「
土
豪
劣
紳
」
と
組
み
、
ま
た
、
農
民
の

反
乱
が
起
こ
っ
た
の
も
課
税
の
問
題
が
一
因
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か(2

。
建
設
活
動

に
あ
た
っ
て
、
華
僑
の
援
助
を
仰
い
だ
の
も
村
々
の
閉
鎖
性
ゆ
え
で
あ
ろ
う(3

。
以
前

よ
り
も
、
税
金
が
軽
く
、「
あ
る
種
の
資
産
が
公
用
に
充
て
ら
れ
」
て
い
る
と
い
う

米
国
総
領
事
の
言
葉
（
序
章
を
見
よ
）
は
、
華
僑
の
支
援
を
示
す
も
の
だ
と
思
わ
れ

る
。郷

紳
と
し
て
は
、「
汽
車
公
司
」
へ
の
募
金
を
も
含
め
て
、
陳
炯
明
の
流
通
改
革

に
協
力
し
た
の
は
流
通
改
革
に
よ
る
流
通
拠
点
、
あ
る
い
は
市
場
（
墟
）
か
ら
の
徴

税
、
華
僑
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
、
自
身
の
支
配
す
る
村
々
か
ら
の
徴
税
を
避
け
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
他
方
、
陳
炯
明
に
と
っ
て
は
、
広
東
に
お
い
て
も
、
閉

鎖
的
農
村
は
納
税
を
拒
否
す
る
等
し
て
い
た
為
、
広
東
帰
還
後
の
徴
税
に
は
、
例
え

ば
、
流
通
関
係
か
ら
の
徴
税
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か(4

。
福
建
南
部
で
の
郷
紳

と
の
協
力
は
、
広
東
帰
還
後
の
徴
税
に
関
し
て
、
各
村
の
実
力
者
で
あ
る
郷
紳
の
協

力
を
ど
の
よ
う
に
取
り
付
け
る
か
を
研
究
す
る
予
行
演
習
的
性
格
を
も
有
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

流
通
関
係
の
他
に
、
福
建
南
部
農
村
の
閉
鎖
性
故
に
、
陳
炯
明
が
徴
税
し
易
い
主

た
る
分
野
と
し
て
残
っ
た
の
は

州
市
区
の
商
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。た
め
に
、

陳
炯
明
は

州
市
区
商
人
に
対
す
る
保
護
者
的
政
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

州
で
の
都
市
整
備
に
力
を
入
れ
た
の
も
、
匪
賊
に
よ
る
不
十
分
な
治
安
故
に

陳
炯
明
に
と
っ
て
、

州
市
区
が
徴
税
拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ

れ
る
。
他
方
、

州
の
商
店
の
修
理
を
商
店
自
身
が
行
っ
た
の
は
、
匪
賊
に
よ
る
不

十
分
な
治
安
故
に
、
陳
炯
明
を
保
護
者
と
し
て
、
支
持
し
、
税
収
増
に
貢
献
せ
ん
と

い
う
商
人
の
意
思
表
示
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
福
建
南
部
の
農
村
に
警
戒
策
を
採
ら
せ
た
福
建
の
匪
賊
は
数
が
多
い(5

の

で
、
辛
亥
革
命
時(6

に
は
軍
事
力
と
し
て
、
利
用
さ
れ
て
い
た(7

。
革
命
後
、
福
建
省
で

は
、
軍
閥
軍
が
多
数
の
匪
賊
を
使
っ
て
、
勢
力
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
た
。
匪
賊
も

軍
閥
軍
と
の
関
係
で
勢
力
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
匪
賊
も
水
路
や
街
道

等
の
流
通
拠
点
に
課
税
す
る
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
。
匪
賊
は
数
百
を
超
え
る
成
員

を
擁
し
、
武
装
も
高
水
準
で
あ
っ
た(8

。
あ
る
い
は
「
民
軍
」(9

と
も
名
乗
り
、
活
動
拠

点
を
有
し
つ
つ
、
地
域
を
荒
ら
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
、「
政
変
」
が
起
こ
る
ご

と
に
、「
政
局
」
を
左
右
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
匪
賊
、
あ
る
い
は
民
軍
の
徴
税
の

な
か
で
、
主
要
な
交
通
手
段
が
船
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
、
水
路
へ
の
課
税
は

福
建
南
部
に
お
い
て
は
、
比
較
的
大
き
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

州
府
の
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物
流
、
経
済
を
お
さ
え
た
い
陳
炯
明
に
と
っ
て
、
匪
賊
、
民
軍
の
割
拠
状
態
は
大
き

な
問
題
だ
っ
た
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

第
二
節
　
土
匪
山
賊
と

南
の
交
通

「
民
軍
」
の
拠
点
で
あ
る
「
土
匪
村
」
は
万
単
位
の
人
口
を
擁
し
、
多
数
の
銃
器

で
武
装
し
て
い
た
。「
土
匪
村
」
は
、
納
税
を
拒
否
し
、
阿
片
を
栽
培
し
、
一
種
の

治
外
法
権
状
態
に
あ
っ
た
。
勢
力
圏
に
お
い
て
は
、
徴
税
、
徴
兵
等
、
一
切
の
行
政

権
力
を
握
り
、
郷
紳
か
ら
農
民
に
い
た
る
ま
で
民
軍
の
頭
領
に
服
従
さ
せ
て
い
る
存

在
だ
っ
た
。『
陳
炯
明
的
一
生
』
に
よ
る
と
、
陳
炯
明
は
、
阿
片
の
栽
培
を
め
ぐ
っ

て
、
現
地
の
「
民
軍
」
と
の
衝
突
を
起
こ
し
て
い
た
。
民
軍
へ
の
攻
撃
は
阿
片
の
確

保
と
同
時
に
、
民
軍
か
ら
の
徴
税
権
の
奪
取
（
農
民
に
対
す
る
「
田
賦
附
加
税
」、
郷
紳

か
ら
の
建
設
費
用
の
徴
収
等
）、
さ
ら
に
は
、
華
僑
の
支
援
や
地
元
経
済
の
回
復
の
た

め
の
流
通
経
路
の
治
安
回
復
と
い
う
目
的
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
年

の
あ
る
調
査
（
一
九
三
八
年
）
に
よ
る
と
、

州
へ
の
華
僑
の
送
金
は
こ
と
ご
と
く

廈
門
を
経
由
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
福
建
南
部
各
県
へ
の
華
僑
の
送
金
は
廈
門
を
拠

点
と
し
て
、
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
他
省
や
外
国
と
の
交
易
と
い
う
点
で
も
廈

門
は
多
額
の
現
金
収
入
を
も
た
ら
す
重
要
拠
点
だ
っ
た
。
教
育
改
革
の
た
め
に
資
金

を
得
る
と
い
う
意
味
で
も
、

廈
交
通
の
改
善
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
治
安
の
良
否
に
よ
っ
て
、
故
郷
へ
の
投
資
額
は
変
動
す
る
の
で
、
華

僑
に
と
っ
て
も
、

州
―
廈
門
の
治
安
維
持
は
重
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
陳
炯
明

に
と
っ
て
は
流
通
拠
点
と
し
て
の

州
（
或
は
石
碼
）
で
の
税
収
増
と
い
う
意
味
ゆ

え
に
、
陳
炯
明
は
匪
賊
と
支
配
地
域
を
争
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
土
匪
村
」
の
存

在
は
、
福
建
南
部
で
、
大
半
の
村
が
「
武
装
自
衛
」
に
参
加
し
た
主
因
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

さ
ら
に
民
軍
、
匪
賊
へ
の
攻
撃
は
、
陳
炯
明
の
兵
力
拡
大
に
貢
献
し
た
と
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
民
軍
は
そ
の
時
々
の
状
況
次
第
で
、
各
勢
力
へ
の
敵
対
と
協
力
の

態
度
を
変
え
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
故
に
、
例
え
ば
、
阿
片
の
栽
培
で
得
た
収
入

を
民
軍
、
匪
賊
の
出
身
者
に
分
配
し
て
や
れ
ば
、
彼
等
を
自
軍
に
編
入
す
る
こ
と
も

可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
当
時
の
華
南
経
済
の
実
態
が
陳
軍
の
拡
充
に
貢
献
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

広
東
省
の
珠
江
経
済
圏
は
福
建
南
部
を
包
括
し
て
い
た
。
行
政
の
区
分
と
経
済
の
実

態
は
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
福
建
南
部
と
し
て
は
、
交
易
が
盛
ん
で
あ

り
、
福
建
南
部
と
も
交
易
の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
広
東
東
部
は
、
外
省
人
た
る
広
西
人

よ
り
も
、
交
易
を
生
業
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
地
元
の
広
東
人
に
よ
っ
て
、
支
配
さ

れ
て
い
た
方
が
都
合
が
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
山
が
多
く
、
耕
地
面
積
の
少
な
い
福

建
省
と
し
て
は
、
広
東
と
の
交
易
は
貴
重
な
収
入
源
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
陳
炯
明
の
広
東
へ
の
反
攻
作
戦
は
交
易
ル
ー
ト
の
再
確
保
と
い
う
意
味

も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
交
易
ル
ー
ト
の
回
復
は
福
建
南
部
の
実
質
的
徴

税
者
た
る
民
軍
の
頭
領
に
と
っ
て
も
、
収
入
増
が
期
待
で
き
る
と
い
う
意
味
で
有
意

義
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
陳
炯
明
が
兵
力
を
福
建
南
部
に
お
い
て
拡
大
し
得
た
の

は
、
福
建
民
軍
に
陳
炯
明
軍
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、
交
易
ル
ー
ト
を
回
復
し
た
い
と

い
う
意
思
が
あ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
民
軍
、
匪
賊
に
は
も
と
よ

り
、
軍
隊
式
階
級
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
兵
力
拡
大
と
い
う
意
味
で
は
、
好
都
合

で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
点
で
も
、
第
二
章
で
論
じ
た
「
軍
人
支
配
」
は
否
定
で
き
ぬ

存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
。

一
九
二
〇
年
、「

州
の
誓
い
」
の
後
、
陳
炯
明
は
軍
を
率
い
て
、
広
東
に
反
攻

し
た
。
陳
炯
明
が
い
わ
ゆ
る
「
連
省
自
治
」
に
取
り
組
む
の
は
こ
の
後
の
こ
と
で
あ

る
。
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終
章
　
回
粤
後
の
陳
炯
明
の
政
策
に
見
る

南
護
法
区
の

予
行
演
習
性

陳
炯
明
は
序
章
で
李
達
嘉
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
広
東
へ
の
帰
還
後
、
県
長
民

選
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、「
広
東
県
長
選
挙
条
例
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

・
一
票
を
得
る
に
は
、
六
角
を
支
払
う
か
、
三
日
の
労
役
に
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

・
県
長
は
上
位
得
票
者
三
人
の
う
ち
、
一
人
を
省
長
（
＝
陳
炯
明
）
が
任
命
す
る
。

・
女
子
参
政
権
な
し

こ
の
結
果
、
農
民
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
選
挙
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
六
角
を
払
っ
て

ま
で
、
参
政
す
る
意
思
は
な
く
、
選
挙
が
何
で
あ
る
か
さ
え
、
理
解
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
選
挙
に
熱
心
だ
っ
た
の
は
郷
紳
等
だ
っ
た
。
郷
紳
等
は
同
姓
村
落
の
同

族
支
配
を
土
台
に
、
農
民
か
ら
票
を
買
収
す
る
こ
と
で
選
挙
戦
を
戦
っ
た
。
し
か
し
、

買
収
費
用
が
足
り
な
い
こ
と
も
多
く
、
当
選
後
に
県
の
役
職
を
配
分
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
同
じ
く
政
治
に
関
心
を
持
つ
郷
紳
等
に
買
収
費
用
の
出
資
を
呼
び
か
け

た
。
陳
炯
明
に
と
っ
て
は
、
三
択
で
自
身
に
最
良
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
で
、
閉
鎖
的

農
村
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
。
同
族
支
配
を
土
台
に
、
広
東
農
村
へ
の
支
配
の
足

が
か
り
を
築
こ
う
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
地
主
た
る
郷
紳
と
対
立
し

て
い
る
農
民
を
選
挙
か
ら
排
除
で
き
る
。
上
記
の
よ
う
な
条
例
を
定
め
た
の
は
、
当

初
か
ら
、
旧
来
の
社
会
構
造
を
土
台
に
施
政
し
、
農
民
排
除
に
よ
る
階
級
対
立
の
回

避
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
陳
炯
明
は
海
豊
の
郷
紳
で
あ
っ
た
以

上
、
階
級
対
立
を
回
避
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
想
像
で
き

る
。
陳
炯
明
の
「
連
省
自
治
」
は
農
村
部
で
は
、
郷
紳
の
支
持
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
り
、

「

南
護
法
区
」
は
そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
以
上
、
そ
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
福
建
南
部
で
「
土
豪
劣
紳
」
と
組
み
、

農
民
に
弾
圧
的
態
度
で
臨
ん
だ
の
も
そ
こ
に
理
由
が
あ
っ
た
。
階
級
闘
争
を
回
避
す

る
性
格
は
、
都
市
部
・
広
州
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

広
州
で
は
、「
市
参
事
会
」
と
い
う
市
政
へ
の
諮
問
機
関
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
「
市
参
事
会
」
は
市
議
会
制
の
実
施
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、
か
つ
、
将
来
の
市

長
民
選
の
訓
練
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
市
参
事

会
」
は
予
算
審
議
権
も
含
め
て
、
立
法
機
関
と
し
て
は
極
め
て
不
明
確
な
権
限
し
か

与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
市
参
事
会
」
の
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
性
差
別
も
な
く
、

鉄
道
労
働
者
の
支
援
を
受
け
た
女
性
候
補
が
当
選
し
て
い
る
。
陳
炯
明
と
し
て
は
、

人
民
へ
の
権
力
の
返
還
を
主
張
し
な
が
ら
、「
市
参
事
会
」
の
制
度
を
設
け
た
の
は
、

辛
亥
革
命
時
か
ら
支
持
基
盤
と
し
て
い
た
「
商
人
」（
資
本
家
）
と
次
第
に
対
立
を
は

じ
め
て
い
た
政
治
に
関
心
を
持
つ
労
働
者
を
無
視
し
得
な
い
の
で
、
労
働
者
に
配
慮

す
る
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、
労
働
者
が
市
政
に
参
加
す
る
の
を
遠
ざ
け
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

陳
炯
明
は
、
辛
亥
革
命
以
降
、
農
村
の
閉
鎖
的
状

況
か
ら
、
都
市
部
の
支
持
基
盤
と
し
て
の
商
人
の
利
害
を
無
視
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
が
広
州
市
で
の
「
市
参
事
会
」
の
設

置
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
陳
炯
明
が
教
育
に
よ
る
個
々
人
の
確
立
を
唱
え
た
り
、

「
全
人
類
社
会
主
義
」
を
唱
え
た
の
も
同
様
の
理
由
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
階
級
闘

争
の
問
題
に
触
れ
る
の
を
避
け
ん
と
し
て
、「
全
人
民
の
政
治
参
加
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
や
普
遍
的
に
教
育
を
普
及
す
る
と
い
う
各
階
層
、
階
級
（
広
州
市
の
場
合
、

労
資
双
方
）
に
と
っ
て
受
け
入
れ
可
能
な
主
張
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

州
市
で
の
建
設
事
業
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
都
市
部
・
広
州
の
商
人
層
を
支
持
基
盤

と
し
て
い
た
た
め
、
商
人
層
の
生
活
改
善
の
た
め
の
予
行
演
習
的
性
格
を
有
し
て
い

た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

福
建
南
部
で
兵
力
拡
大
と
い
う
行
為
も
、
広
東
省
で
の
都
市
商
人
、
郷
紳
の
支
持

を
獲
得
せ
ん
と
い
う
意
思
の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
都
市
商
人
、
郷

紳
の
支
持
を
得
る
た
め
に
は
税
負
担
を
減
ら
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
裁

兵
（
兵
力
削
減
）
が
必
要
で
あ
り
、
陳
炯
明
は
実
際
に
、
裁
兵
を
実
施
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
地
元
出
身
者
（
広
東
人
）
を
裁
兵
す
る
と
、
除
隊
後
に
広
東
省
内
で
匪
賊

と
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
福
建
出
身
者
で
あ
れ
ば
、
広
東
―
福
建
の
交
易

ル
ー
ト
回
復
後
に
、
福
建
の
拠
点
（「
土
匪
村
」
等
）
に
帰
還
す
る
こ
と
を
期
待
し
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。
福
建
南
部
の
多
数
の
匪
賦
・
民
軍
の
存
在
は
、
広
東
反
政
の
た
め

に
一
時
的
に
兵
力
拡
大
を
必
要
と
し
て
い
た
陳
炯
明
に
と
っ
て
は
、
好
都
合
だ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
資
金
集
め
が
苦
し
い
（
第
一
章
第
三
節
参
照
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「

南
護
法
区
」

で
兵
力
拡
大
を
行
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
広
東
人
で
は
な
か
っ
た
か
ら
と
も
思
わ
れ

る
。

南
護
法
区
な
ら
び
に
、
そ
の
後
の
「
連
省
自
治
」
は
、
広
東
、
福
建
両
省
に
見

ら
れ
る
旧
来
の
社
会
構
造
を
土
台
と
し
つ
つ
、
そ
の
構
造
が
内
包
す
る
階
級
対
立
の

問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
限
界
を
有
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

本
論
文
で
は
、
推
測
を
も
重
ね
つ
つ
「

南
護
法
区
」
の
実
態
と
背
景
に
つ
い
て
、

考
察
し
て
来
た
。
陳
炯
明
は
広
東
帰
還
後
か
ら
二
年
後
の
陳
炯
明
叛
変
（
一
九
二
二
年
六

月
一
六
日
。
広
東
省
内
の
財
政
の
窮
乏
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
力
統
一
を
主
張
し
、
北

伐
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
孫
文
に
対
し
、
陳
炯
明
が
反
乱
を
起
こ
し
、
孫
文
を
上
海
に
追
っ

た
事
件
。
北
伐
費
捻
出
の
た
め
、
孫
文
は
広
東
省
民
に
重
税
を
か
け
よ
う
と
し
、
商
人
等
か

ら
は
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
）
の
後
、
そ
れ
ま
で
掲
げ
て
い
た
労
働
者
へ
の
保
護

的
態
度
を
放
棄
し
て
い
る
。
陳
炯
明
が
広
東
省
長
と
し
て
広
東
省
を
統
治
し
て
い
る

間
（
一
九
二
〇
―
一
九
二
二
）、
労
資
対
立
は
激
化
し
、
政
府
の
調
停
で
は
収
拾
が
つ

か
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
農
村
部
で
起
こ
っ
て
い
た
農
民

運
動
も
、
最
終
的
に
、
陳
炯
明
に
よ
っ
て
、
弾
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
の
華
南

社
会
の
構
造
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
た
階
級
対
立
が
、
陳
炯
明
の
「
連
省
自
治
」

の
限
界
で
あ
っ
た
。
た
め
に
、
階
級
矛
盾
を
有
す
る
社
会
構
造
の
打
倒
を
目
指
し
て

毛
沢
東
等
、
中
国
共
産
党
の
暴
力
革
命
が
出
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

注q

「
連
省
自
治
」
運
動
に
は
、「
内
政
面
」（
＝
政
治
的
民
主
化
）
と
外
交
面
（
対
立
し

あ
う
軍
閥
同
士
を
、
い
か
に
し
て
、
連
邦
制
国
家
と
し
て
再
編
成
す
る
か
）
の
二

つ
の
面
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
前
者
に
焦
点
を
あ
て
る
。
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巻
第
二
期
、p.33

!4

「
陳
炯
明
支
配
下
の
新
文
化
運
動
」、
前
掲
書
、p.44

!5

衛
藤
瀋
吉
『
東
ア
ジ
ア
政
治
史
研
究
』、
東
大
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、p.57

!6

陳
定
炎
・
高
宗
魯
「
陳
炯
明
・
・
聯
省
自
治
的
実
行
者
（
五
）」『
伝
記
文
学
』
第

六
十
三
巻
第
五
期
、p.125

!7

段
雲
章
他
『
陳
炯
明
的
一
生
』、
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、p.142

!8

同
右
、p.139

!9

同
右
、p.155

@0

前
掲
『
中
国
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
の
回
想
』、
参
照
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@1

会
党
と
は
清
朝
時
代
、「
反
清
復
明
」
を
唱
え
た
反
体
制
の
秘
密
結
社
の
こ
と
を
指

す
（
市
古
宙
三
『
中
国
の
近
代
』、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
〇
年
、p.186

）。

@2

広
東
省
長
官
と
し
て
の
都
督
は
胡
漢
民
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
孫
文
と
と
も
に
、
上

海
へ
去
っ
た
為
、
陳
炯
明
が
代
理
都
督
に
就
任
し
、
実
権
を
握
っ
た
。

@3

「
宗
族
」
に
つ
い
て
は
、
Ｄ．
Ｈ．
カ
ル
プ
著
、
喜
多
野
清
一
他
訳
『
南
支
那
の
村
落

生
活
』（
生
活
社
、
一
九
四
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

@4

村
の
宗
族
全
体
で
所
有
し
て
い
た
土
地
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
田
は
「
太
公
田
」

等
と
も
言
っ
た
が
、
こ
の
問
題
を
研
究
し
た
陳
翰
生
氏
に
よ
る
と
、「
元
と
太
公
田

は
自
由
に
処
分
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
太
公
田
か
ら
の
収
入

は
、
主
管
者
の
自
由
処
分
に
委
せ
ら
れ
る
か
ら
、
族
田
は
変
相
の
個
人
所
有
の
田

地
と
化
し
、
即
ち
大
衆
労
力
の
結
果
を
代
表
す
る
太
公
田
の
収
入
は
少
数
分
子
の

所
有
に
帰
す
る
の
で
あ
る
」（
陳
翰
生
『
南
支
那
農
業
問
題
の
研
究
』、
松
山
房
、

一
九
四
〇
年
、p.60

）。

@5

鈴
木
智
夫
『
洋
務
運
動
の
研
究
』、
汲
古
書
店
、
一
九
九
二
年
、p.481

@6

自
ら
の
統
治
の
強
化
を
狙
う
袁
世
凱
は
自
身
の
支
配
に
対
立
す
る
と
考
え
た
広
東

都
督
・
胡
漢
民
を
含
む
国
民
党
（
中
国
同
盟
会
の
後
身
）
系
の
三
人
の
都
督
を
解

任
し
、
こ
れ
に
対
し
、
孫
文
等
、
国
民
党
勢
力
は
各
省
の
独
立
で
対
抗
し
よ
う
と

し
た
。
こ
れ
が
所
謂
「
第
二
革
命
」
で
あ
る
。
陳
炯
明
は
代
理
都
督
か
ら
、
正
式

に
都
督
と
な
っ
た
が
、
袁
世
凱
に
独
立
で
対
抗
し
た
。
そ
れ
は
、
陳
の
広
東
軍
が

強
力
で
あ
っ
た
た
め
、
袁
世
凱
が
そ
の
軍
権
の
壟
断
を
謀
る
等
し
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
こ
の
独
立
は
部
下
の
師
団
長
の
反
乱
で
崩
壊
し
た
。
袁
世
凱
の
買
収
工
作
も

奏
効
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
商
人
は
袁
世
凱
を
支
持
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陳
は
独
立
の
道
を
選
択
し
た
た
め
、
商
人
の
支
持
を
う
し

な
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
揺
が
軍
内
で
走
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
現
に
、

こ
の
後
、
反
乱
を
指
揮
し
た
師
団
長
は
商
人
の
推
薦
で
、
臨
時
都
督
と
さ
れ
た
。

@7

以
上
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
商
紳
政
権
―
連
省
自
治
の
理
念
と
現
実
―
広

東
省
の
場
合
」（『
立
命
館
文
学
』
五
六
九
号
）、「
商
紳
政
権
―
連
省
自
治
の
理
念

と
現
実
―
広
東
省
の
場
合
（
続
編
）」（『
立
命
館
文
学
』
五
七
一
号
）
等
を
参
照
さ

れ
た
い
。

@8

前
掲
『
陳
炯
明
的
一
生
』、pp.146

〜147

た
だ
し
、
同
書
で
は
、「
春
の
大
運
動
会
」
は
一
九
一
九
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

@9

嵯
峨
隆
「
陳
炯
明
支
配
下
の
新
文
化
運
動
」、
前
掲
書
、p.41

#0

同
右
、p.37

#1

同
右
、p.38

#2

同
右
、p.42

#3

前
掲
『
陳
炯
明
的
一
生
』、p.158

#4

平
和
県
地
方
誌
編
纂
委
員
会
『
平
和
県
誌
』、
群
衆
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、p.18

#5

三
五
公
司
『
福
建
事
情
実
査
報
告
』、
三
五
公
司
、
一
九
〇
八
年
、pp.350

〜351

よ
り
。
以
下
、
同
資
料
は
『
報
告
』
と
略
す
る
。
な
お
、
原
文
に
は
、
句
読
点
は

入
っ
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
が
入
れ
た
他
、
一
部
、
漢
字
を
旧
漢
字
か
ら
新
し
い

そ
れ
に
変
更
し
た
。

#6

呂
芳
上
『
朱
執
信
與
中
国
革
命
』、
私
立
東
呉
大
学
中
国
学
術
著
作
奨
助
委
員
会
、

一
九
七
八
年
、p.299

#7

『
報
告
』、pp.182

〜183

#8

「
宛
」
と
い
う
文
字
に
は
、
回
数
を
意
味
す
る
「
ず
つ
」
と
い
う
読
み
方
が
有
る
。

#8

注
一
〇
八
に
記
載
。

#9

「
商
業
　

州
府
」『
報
告
』
よ
り

$0

「
市
邑
　
南
靖
県
」『
報
告
』
よ
り
　

$1

前
掲
『
陳
炯
明
的
一
生
』、p.142

$2

『
民
国
日
報
』（
上
海
）
一
九
二
〇
年
一
月
五
日

$3

「
振
興
教
育
令
」『
陳
炯
明
集
　
上
巻
』、
中
山
大
学
出
版
社
、pp.392

〜393

$4

道
尹
と
は
、「
民
国
時
代
の
官
名
で
、
一
道
の
行
政
長
官
」
を
指
す
（
大
東
文
化
大

学
中
国
語
大
辞
典
編
纂
室
編
『
中
国
語
大
辞
典
』
上
、
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
、

p.656

）。

$4

『
報
告
』、p.550

$5

「
南
靖
県
　
県
民
は
自
前
の
生
活
を
専
ら
に
し
て
、
教
育
を
顧
み
る
の
余
裕
な
き
も

の
の
如
く
、
県
学
欧
山
書
院
の
如
き
も
未
だ
名
を
改
め
ず
。
勿
論
、
新
学
を
教
授

す
る
等
の
こ
と
な
く
、
旧
に
依
っ
て
、
月
二
回
の
考
試
を
行
う
の
み
。
小
学
堂
一

箇
所
あ
り
し
も
、
光
緒
三
十
二
年
の
洪
水
の
た
め
に
流
失
し
、
木
材
税
を
起
こ
し

て
、
そ
の
経
費
に
充
つ
る
計
画
な
り
と
い
う
。
城
内
に
学
塾
一
あ
れ
ど
も
、
生
徒

二
十
名
を
出
で
ず
。
父
兄
自
ら
そ
の
子
弟
を
教
う
る
者
あ
る
も
、
是
れ
又
、
寥
々

189

四
七

福
建
に
お
け
る
陳
炯
明



な
り
。」（『
報
告
』、p.550

）。「
長
泰
県
」
も
教
育
に
関
し
て
は
有
名
無
実
で
あ
っ

た
（
同
右
、p.550

）。

$6

同
右
、p.531

$7

『
民
国
日
報
』（
上
海
）
一
九
二
〇
年
四
月
一
三
日

$8

『
民
国
日
報
』（
上
海
）
一
九
一
九
年
一
二
月
五
日

$9

「
致
陳
炯
明
函
（
一
九
一
九
年
四
月
二
二
日
）」『
孫
中
山
全
集
』
第
五
巻
、
中
華
書

局
、
一
九
八
五
年
、p.47

%0

福
建
省
地
方
誌
編
纂
委
員
会
『
福
建
省
誌
　
華
僑
誌
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九

九
二
年
二
月
）
の
口
絵
カ
ラ
ー
地
図
参
照
。

%1

「
こ
の
地
方
は
華
僑
の
主
な
出
身
地
で
、
大
商
人
が
輩
出
し
て
い
る
。
当
地
出
身
の

海
外
華
僑
や
華
人
は
七
〇
万
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
二
二
の
国
や
地
方
に
散
ら
ば
る
。

ま
た
多
く
の
台
湾
在
住
の
中
国
人
の
原
籍
地
で
も
あ
る
。
台
湾
の
総
人
口
の
う
ち
、

三
五
、
八
％
の
者
が

州
に
原
籍
が
あ
る
と
い
う
」（
辻
康
吾
『
中
国
省
別
ガ
イ
ド

―
福
建
省
』
弘
文
堂
、
一
九
九
三
年
、p.104
）。

%2

陳
達
著
・
満
鉄
東
亜
経
済
調
査
局
訳
『
南
洋
社
会
と
福
建
・
広
東
社
会
』（
青
史
社
、

一
九
八
六
年
。
同
資
料
は
一
九
三
九
年
版
の
復
刻
版
で
あ
る
。）
は
移
民
の
数
が
多

く
、
そ
の
歴
史
が
長
い
地
区
を
（
甲
）、（
乙
）、（
丙
）
の
三
区
に
分
け
て
い
る
。

う
ち
、
そ
の
（
甲
）
区
を
福
建
南
部
（

州
、
泉
州
）
と
し
て
い
る
。

%3

前
掲
『
南
洋
華
僑
と
福
建
・
広
東
社
会
』、p.226

。
以
後
、『
福
建
・
広
東
』
と
略

す
。
ま
た
、
文
中
の
年
号
は
西
暦
に
改
め
た
。
本
書
は
一
九
三
三
年
の
時
点
で
、

こ
れ
ら
の
諸
校
の
中
の
華
僑
生
徒
が
一
〇
〇
分
の
四
二
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、「
或
る
華
僑
は
、
五
歳
の
子
供
を
幼
稚
園
に
入
れ
て
い
る
が
、

彼
等
が
如
何
に
子
女
の
急
教
育
を
重
視
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。
本
校
は
校
舎
が

壮
麗
で
、
科
学
館
、
図
書
館
あ
り
、
総
て
、
三
階
建
て
の
洋
館
で
、
又
、
講
堂
、

美
術
館
、
男
女
の
寄
宿
舎
及
び
、
雨
天
体
操
場
も
あ
る
。
二
階
建
て
、
あ
る
い
は
、

三
階
建
て
で
、
校
舎
は
合
計
一
二
棟
で
、
新
式
の
建
築
を
採
用
し
、
寄
宿
舎
は
二

〇
〇
〇
余
人
の
生
徒
を
収
容
し
得
」（
同
右
、pp.226

〜227

）
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

%4

同
右

%5

同
右
、pp.214

〜215

、227

%6

「（
甲
）
区
の
学
校
の
教
員
は
、
皆
師
範
学
校
卒
業
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ

例
外
で
、
そ
の
他
の
華
僑
学
校
と
は
比
較
で
き
な
い
」
状
態
で
あ
っ
た
（
同
上
、

p.237

）。

%7

同
右
、pp.237

〜238

%8

孫
文
も
「『
華
僑
は
革
命
の
母
』
と
絶
賛
し
、
祖
国
に
対
す
る
華
僑
の
功
績
を
如
実

に
表
明
し
て
い
る
。
黄
花
崗
七
十
二
烈
士
中
の
福
建
志
士
も
大
部
分
南
洋
に
籍
あ

る
者
で
」
あ
っ
た
（
興
亜
院
廈
門
連
絡
部
『
福
建
華
僑
経
済
』
一
九
四
〇
年
一
二

月
、p.26

）。

%9

福
建
省
で
は
、
革
命
派
は
「
新
軍
」
を
も
利
用
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
陳
孔

立
等
「
辛
亥
革
命
在
福
建
」（『
辛
亥
革
命
史
論
文
選
』
下
、
三
聯
書
店
、p.767

）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

^0

馮
自
由
『
革
命
逸
史
』
第
二
集
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
四
三
年
、p.247

こ
の
地
区
の
福
建
華
僑
の
資
金
援
助
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。（
洪
糸
糸

『
辛
亥
革
命
与
華
僑
』、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、p.54

）

^1

須
山
卓
等
『
華
僑
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
四
年
、p.29

^2

同
右
、p.52

^3

前
掲
『
辛
亥
革
命
与
華
僑
』、p.52

こ
う
し
た
革
命
派
の
華
僑
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
物
と
し
て
、
陳
嘉
庚
と
い
う
人
物
が

い
た
。
彼
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
福
建
幇
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
、
中
国
革
命
同
盟

会
に
入
党
、
革
命
の
支
援
（
資
金
援
助
等
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
掲
の
『
辛
亥
革

命
与
華
僑
』
のp.54

を
参
照
さ
れ
た
い
）
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
極
め
て
、
教
育

に
熱
心
で
あ
っ
た
。
自
ら
、
学
校
を
創
設
し
、
教
師
を
育
て
る
の
み
な
ら
ず
、
貧

困
学
生
の
教
育
に
も
努
力
し
て
い
た
（
廖
承
志
『
集
美
学
校
七
十
年
』
上
、
福
建

人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、p.1

）。
ま
た
、「
若
い
こ
ろ
、
九
年
間
、
私
塾
に
通

い
、
旧
式
な
教
育
の
弊
害
を
痛
切
に
感
じ
て
い
た
。」
ゆ
え
に
、
各
自
の
私
塾
を
や

め
、
新
し
い
学
校
を
作
る
こ
と
を
主
張
、
そ
の
経
費
を
自
ら
負
担
す
る
等
し
て
い

る
（
同
右
、p.5

）。
さ
ら
に
、
女
子
が
教
育
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
当
時
の
状

況
を
憂
え
、
女
子
小
学
校
を
創
設
し
て
い
る
（
同
右
、p.7

）。

こ
う
し
た
考
え
は
、
旧
式
な
思
考
を
排
除
し
、
新
し
い
思
考
を
導
入
し
よ
う
と
す

る

南
護
法
区
の
理
念
に
合
う
。

陳
嘉
庚
自
身
、

州
に
、

南
護
法
区
の
見
学
に
き
て
い
る
（「

南
護
法
区

与

州

星
報
」、
前
掲
書
、p.114

）。
両
者
は
革
命
前
か
ら
、
知
り
合
っ
て
い
た
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と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、

南
護
法
区
に
は
、
具
体
的
な
同

志
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

^4

『
民
国
日
報
』（
上
海
）
一
九
二
〇
年
一
月
五
日
、
四
月
五
日

^5

郭
稼
「

南
護
法
区
与

州

星
報
」『
文
史
資
料
選
輯
』（

州
）
一
九
八
二
年

第
三
輯
、p.110

^6

同
右

^7

同
右

^8

「
紳
商
」
の
「
紳
」
と
は
、
当
時
、
農
村
で
支
配
的
地
位
に
あ
っ
た
「
郷
紳
」
の
こ

と
で
あ
り
、「
商
」
と
は
、
商
人
の
こ
と
で
あ
る
。
紳
商
と
は
、
郷
紳
で
あ
り
、
商

業
を
も
行
っ
て
い
る
人
物
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

^9

「

南
護
法
区
与

州

星
報
」、
前
掲
書
、pp.110

〜111

&0

同
右
、p.111

&1

富
田
芳
郎
「
南
支
那
の
村
落
居
住
景
観
に
就
い
て
」『
地
理
学
』
第
四
巻
第
九
号
、

p.7

&2

同
右
、p.4

天
野
元
之
助
氏
は
「
同
姓
村
落
が
、
中
国
南
部
に
多
く
て
北
部
に
比
較
的
少
な
い

原
因
に
つ
い
て
は
、
・
・
・
・
・

（
北
部
の
よ
う
な
、
外
敵
の
侵
入
、
内
戦
、
天
災
が
少
な
か
っ
た
う
え
に
）、
水
田

農
業
が
特
に
、
人
を
定
住
的
に
し
、
且
つ
血
族
的
団
結
を
必
要
に
す
る
よ
う
な
諸

事
情
が
存
し
た
に
因
る
と
い
え
よ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
「
解
放
前
の
華
南
農
村

の
一
性
格
」『
追
手
門
学
院
大
文
学
部
紀
要
』
三
、p.26

）。

州
は
水
田
地
帯
で

あ
る
。

&3

仁
井
田
陞
『
中
国
の
農
村
家
族
』、
東
大
出
版
会
一
九
五
二
年
、p.365

&4

郎

霄
「
近
百
年
来
中
国
南
部
之
民
間
械
闘
」『
建
国
月
刊
』
第
一
四
巻
第
三
期
、

一
九
三
六
年
、
三
月
（
天
野
論
文
か
ら
の
転
載
）

&5

前
掲
『
中
国
の
農
村
家
族
』、p.365

&6

「
萬
お
ぼ
ら
帳
」『
月
刊
支
那
研
究
』
第
一
巻
第
三
号
、p.191

&7

「
萬
お
ぼ
ら
帳
」、
同
右
、p.195

&8

同
右
、p.163

&9

塩
出
浩
和
「
広
東
省
に
お
け
る
自
治
要
求
と
県
長
民
選
」『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
三
八

巻
第
三
号
、pp.88

〜89

*0

蒲
豊
彦
「
地
域
史
の
な
か
の
広
東
農
民
運
動
」『
中
国
国
民
革
命
の
研
究
』、

京
大
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
二
年
、p.246

*1

満
鉄
庶
務
部
調
査
課
『
中
華
民
国
第
十
一
年
史
』、
満
鉄
庶
務
部
調
査
課
、
一
九
二

三
年
、p.318

*2

本
論
文
序
章
の
陳
志
譲
氏
の
陳
炯
明
論
を
見
よ

*3

例
え
ば
、「

州
府
南
部
」
の
若
者
は
、
豊
作
時
に
は
、
平
然
と
競
い
合
っ
て
、

強
盗
と
化
し
、
そ
の
強
盗
を
防
ぐ
た
め
に
、
被
害
を
受
け
る
家
の
方
は
刀
剣
や
銃

器
で
応
戦
す
る
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
械
闘
に
つ
い
て
は
、『
問
俗
録
』

に
よ
る
と
「
兵
が
来
れ
ば
逃
げ
、
官
憲
が
来
る
と
抵
抗
」
す
る
。「
役
所
は
お
お
む

ね
元
凶
だ
け
を
捕
ら
え
て
事
件
を
終
わ
ら
せ
る
の
で
、
民
は
さ
ら
に
法
を
畏
れ
な

く
な
る
」。

州
に
お
い
て
は
、「
極
刑
を
行
う
こ
と
で
極
刑
に
値
す
る
犯
罪
を
止

め
さ
せ
る
、
こ
れ
は
朝
廷
が
天
下
を
御
し
て
行
く
の
に
必
要
な
大
権
で
あ
る
」（
陳

盛
韶
著
、
小
島
晋
治
他
訳
『
問
俗
録
』、
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、pp.76

〜80

）。

*4

東
亜
同
文
会
『
支
那
省
別
全
誌
・
福
建
省
』（
第
一
四
巻
）、
一
九
二
〇
年
、p.232

。

以
後
、『
全
誌
』
と
略
す
る
。

*5

同
右

*6

こ
の

州
―
廈
門
に
「

廈
鉄
道
」
を
敷
く
計
画
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
か
ら
、

着
工
し
た
も
の
の
、
利
用
者
不
足
や
、
工
事
困
難
か
ら
、
中
断
し
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
。（
同
上
、pp.233

〜238

）

*7

『
報
告
』
は
「
石
碼
は
固
よ
り
、
一
小
市
街
に
す
ぎ
ざ
る
も
、
府
県
所
在
地
を
除

き
て
は
、
南
部
福
建
中
、
第
一
に
列
す
べ
く
、
交
通
利
便
、
商
業
の
繁
栄
は
、
海

澄
、
南
靖
県
の
県
城
の
上
に
あ
り
。
そ
の
街
　
は
三
六
条
あ
り
て
、
最
も
繁
華
な

る
は
外
市
街
に
し
て
、
藍
店
、
碗
店
、
及
び
帆
　
店
多
く
、
九
馬
頭
に
は
、
薬
舗
、

及
び
干
菓
子
店
多
く
、
後
街
に
は
、
五
穀
店
あ
り
。
打
石
街
に
は
、
點
心
店
あ
り

て
、
半
夜
に
い
た
る
ま
で
、
喧
騒
を
き
わ
む
」（「
市
邑
　
石
碼
」『
報
告
』、p.357

）

と
伝
え
て
い
る
。
同
じ
く
、『
報
告
』
は
こ
の
石
碼
が
流
通
の
重
要
地
点
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

&9
「
こ
の
地
に
、

州
府
の
分
府
あ
り
。
商
業
上
の
枢
要
の
一
地
点
た
り
。
即
ち
、
石

碼
は
南
部
福
建
の
二
流
た
る
北
渓
、
西
渓
の
交
差
す
る
所
に
し
て
、
且
つ
、
流
域

各
地
方
と
廈
門
と
の
交
通
の
関
門
と
も
称
す
べ
く
し
て
、
そ
の
貨
物
輸
出
入
の
関

係
を
見
る
に
、
西
北
二
渓
、
及
び
、

浦
方
面
よ
り
く
る
米
あ
り
。
黄
棗
、
新
墟
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等
の
北
渓
流
域
等
地
よ
り
碗
類
の
出
貨
あ
り
。
西
北
渓
よ
り
出
る
糖
貨
、
杉
材
及

び
竹
竝
に
紙
類
あ
る
布
包
は
山
城
地
方
よ
り
、
水
仙
花
は
、

州
城
外
糖
北
よ
り

来
た
り
。
磚
及
び
、
瓦
は
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
製
造
せ
ら
れ
、
そ
の
他
、
土
貨
、

食
料
品
等
に
し
て
、
石
碼
を
経
由
し
て
、
輸
出
せ
ら
る
る
も
の
甚
だ
多
く
、
輸
入

品
と
し
て
は
、
豆
、
豆
粕
、
薬
材
、
綢

等
の
北
洋
貨
、
及
び
、
麺
粉
、
石
油
、

洋
布
、
瑠
璃
器
等
の
所
謂
番
貨
に
し
て
、
西
北
二
渓
一
帯
の
地
方
に
輸
入
す
る
貨

物
は
こ
と
ご
と
く
、
石
碼
を
経
由
す
る
も
の
な
り
」（『
報
告
』、pp.185

〜186

）。

ま
た
、
石
碼
は
、
民
船
交
通
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
掲
の

『
全
誌
』
のpp.300
〜301
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*8

州
―
石
碼
は
潮
の
干
満
が
大
き
く
、
満
潮
時
に
、
船
を
並
べ
て
、
運
行
し
て
い

た
他
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
流
れ
が
急
で
、
船
の
運
航
が
容
易
で
な
い
場
所
が
あ

っ
た
（
前
掲
『
全
誌
』、p.265

）。

*9

安
藤
元
節
『
南
支
大
観
』、
日
本
合
同
通
信
社
、
一
九
三
七
年
、pp.164

〜167

(0

『
南
支
大
観
』、p.169

(1

吉
沢
南
「
一
九
二
〇
年
代
の
広
東
省
農
村
社
会
と
農
民
運
動
の
発
展
（
中
）」『
歴

史
評
論
』
一
九
七
一
年
二
月
、p.46

(2

福
建
省
の
「
田
賦
」（
土
地
税
）
に
関
し
て
は
、『
南
支
大
観
』
は
以
下
の
よ
う
な

記
述
し
て
い
る
。

&9
「
本
省
の
田
賦
、
王
不
艾
の
計
算
に
拠
れ
ば
、
本
省
可
能
耕
地
面
積
一
千
三
百
七
十

余
万
畝
に
し
て
、
附
加
税
と
も
一
畝
一
元
を
徴
収
す
る
と
せ
ば
、
一
千
三
百
余
万

元
を
得
べ
く
、
又
、
呉
崇
泉
の
計
算
に
拠
れ
ば
、
陸
軍
測
量
局
の
報
告
計
算
に
基

づ
く
本
省
面
積
、
一
六
九
五
〇
〇
〇
〇
方
畝
の
中
、
そ
の
五
分
の
一
、
即
ち
三
三

九
〇
〇
〇
〇
方
畝
を
耕
地
、
或
い
は
収
益
あ
る
土
地
と
し
、
其
の
三
分
の
一
を
家

屋
建
築
費
と
し
て
除
去
し
、
一
畝
の
徴
税
額
を
六
角
と
し
て
、
年
一
千
三
百
五
六

万
元
を
徴
収
し
得
べ
く
、
そ
の
半
を
正
税
と
す
る
も
、
省
庫
は
一
年
に
六
千
七
百

八
〇
万
元
を
得
べ
く
予
想
せ
ら
る
る
に
不
拘
、
実
際
に
於
て
は
、
二
百
万
余
元
に

過
ぎ
ず
し
て
、
省
庫
総
収
入
額
の
一
〇
〇
分
の
一
四
に
も
及
ば
ざ
る
が
ご
と
き
、

か
の
江
蘇
、
浙
江
二
省
の
田
賦
の
省
庫
歳
入
の
一
〇
〇
分
の
四
〇
以
上
な
る
の
に

比
し
て
、
遜
色
著
し
。
即
ち
本
省
財
政
の
整
理
は
、
ま
づ
田
賦
よ
り
せ
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
と
云
わ
る
る
所
以
な
り
。」（
前
掲
『
南
支
大
観
』、p.166

。
旧
仮
名
遣
い

等
は
、
現
代
の
そ
れ
に
改
め
た
）。

(3

『
南
支
大
観
』
は
華
僑
の
「
自
一
九
三
一
年
至
一
九
三
三
年
間
の
廈
門
経
由
送
金
額
、

即
ち
左
の
如
し
。

一
九
三
一
年
　
五
二
五
〇
万
元

一
九
三
二
年
　
二
九
一
〇
万
元

一
九
三
三
年
　
二
四
一
〇
万
元

即
ち
三
五
年
間
毎
年
平
均
入
超
二
千
八
百
万
元
と
比
較
し
、
且
、
彼
等
の
成
功
者

の
啻
に
本
国
送
金
の
み
な
ら
ず
、
本
国
の
教
育
に
、
産
業
に
、
貢
献
す
る
所
甚
大

な
る
所
を
見
れ
ば
、
こ
れ
等
、
華
僑
の
如
何
に
本
省
（
福
建
省
―
筆
者
注
）
経
済

界
、
金
融
界
に
於
い
て
、
重
大
な
る
役
割
を
務
め
居
る
か
を
推
知
す
る
に
足
る
べ

し
」（『
南
支
大
観
』、p.184

）
と
論
じ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
三
三
年
の
省

歳
入
合
計
は
一
六
九
六
七
一
二
九
元
で
あ
る
。（『
南
支
大
観
』、p.165

）。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
後
述
す
る
阿
片
と
比
較
し
て
も
、
華
僑
の
援
助
が
欠
か
せ

な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(4

『
南
支
大
観
』
は
広
東
省
の
田
賦
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
本

税
は
一
四
税
中
、
最
も
複
雑
な
る
者
に
し
て
、
地
租
と
言
う
が
ご
と
き
、
単
一
な

る
も
の
に
あ
ら
ず
。
其
の
性
質
、
地
税
の
外
に
丁
税
を
も
含
む
者
に
し
て
、
民
米

お
よ
び
地
丁
銀
こ
れ
な
り
。

而
し
て
、
南
海
県
の
如
く
、
民
米
を
地
丁
銀
に
併
入
せ
る
あ
り
。
番
遇
県
の
如
く
、

民
米
、
地
丁
銀
を
区
別
す
る
あ
り
。
仏
岡
県
の
如
く
、
地
丁
銀
を
民
米
中
に
包
括

せ
る
あ
り
。
税
率
は
区
々
。
類
別
、
則
別
、
亦
、
各
県
各
様
。
其
の
業
に
専
ら
な

る
も
の
者
と
雖
、
知
悉
し
難
く
、
田
地
区
画
を
整
理
測
量
し
、
こ
れ
を
基
本
と
し

て
、
税
制
を
統
一
改
正
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
税
弊
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ず
」。

広
東
省
に
は
、
税
と
し
て
、
収
入
等
に
よ
っ
て
、
税
率
の
決
ま
っ
て
い
る
三
二
種

の
「
営
業
税
」
が
あ
り
、
税
率
は
一
定
し
な
い
も
の
の
、
地
方
に
よ
っ
て
は
三
〇

〇
種
も
の
雑
貨
に
課
税
し
て
い
る
通
過
税
と
し
て
の
「
府
県
商
税
」
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
八
七
種
を
数
え
る
厘
費
（
貨
物
税
等
）
が
あ
る
（
以
上
、
前
掲
『
南
支
大

観
』、pp.522

〜527

）。

(5

陳
嘉
庚
『
陳
嘉
庚
回
憶
録
』、
山
西
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、p.4

(6

「
辛
亥
革
命
在
福
建
」、
前
掲
書
、p.773

(7

同
右

(8

フ
ィ
ル
＝
ビ
ン
グ
ズ
リ
ー
著
、
山
田
潤
訳
『
匪
賊
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
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p.57

。
こ
の
他
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
長
野
朗
『
支
那
の
土
匪
と
軍
隊
』（
燕

塵
社
、
一
九
二
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(9

こ
の
地
方
の
勢
力
を
有
す
る
も
の
が
自
ら
組
織
し
た
軍
隊
の
こ
と
を
い
う
（「
萬
お

ぼ
ら
帳
」
月
刊
『
支
那
研
究
』、
第
一
号
第
三
巻
、p.192

）

「

南
の
土
匪
村
―
福
建
通
信
」『
支
那
農
村
経
済
の
新
動
向
』、
生
活
社
、
一
九
四

〇
年
、p.195

「

南
の
土
匪
村
」、
前
掲
書
、p.196

「

南
の
土
匪
村
」、
前
掲
書
、p.198

前
掲
『
陳
炯
明
的
一
生
』、p.142

興
亜
院
廈
門
連
絡
部
『
福
建
華
僑
経
済
』、
一
九
四
〇
年
、p.43,59

『
報
告
』、pp.182

〜183

例
え
ば
、
廈
門
商
人
の
手
に
よ
っ
て
、
外
国
に
転
輸
さ
れ
る

州
の
特
産
品
に
、

「
水
仙
」
が
あ
っ
た
（
前
掲
『
全
誌
』、p.608

）。
英
米
を
は
じ
め
と
し
て
、
極
め

て
、
人
気
が
高
く
、
そ
れ
ら
の
国
に
輸
出
す
る
際
、
土
付
（
で
あ
れ
ば
、
根
粒
保

護
の
利
点
が
あ
る
）
は
、
運
賃
の
点
で
、
不
利
益
な
の
で
、
四
個
重
ね
た
「
円
形

小
籠
」
を
利
用
し
、「
荷
造
り
は
水
仙
商
自
ら
之
を
行
い
、
花
期
即
ち
、
旧
五
、
六
、

七
、
八
月
ご
ろ
に
い
た
れ
ば
、

州
旧
橋
付
近
に
出
張
し
、
房
屋
を
借
り
受
け
、

荷
造
場
と
す
、
尚
時
に
は
附
近
の
熟
練
せ
る
者
を
雇
入
る
る
こ
と
あ
り
」
と
い
う

程
の
重
要
産
品
で
あ
っ
た
（
同
右
、p.609

）。
運
搬
の
季
節
に
は
、「
清
渓
河
に
浮

か
ぶ
民
船
数
七
五
〇
余
隻
に
及
ぶ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
同
右
、pp.609

〜

610

）。

こ
れ
ら
の
多
様
な
輸
出
に
よ
っ
て
、
収
入
は
「
年
々
巨
額
に
上
る
・
・
・
・
・
・

合
計
す
れ
ば
、
年
額
二
〇
万
元
に
達
す
べ
し
」（
同
上
、pp.602

〜603

）
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

「
時
評
数
則
」『
月
刊
支
那
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年
、pp.163

〜164

「
萬
お
ぼ
ら
帳
」、
前
掲
書
、p.192

阿
片
に
よ
っ
て
、
比
較
的
高
収
入
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
よ
う
だ
。『
報
告
』
は

「
当
地
（
＝

州
）、
阿
片
土
の
需
要
高
は
年
額
三
〇
〇
元
に
し
て
、
そ
の
種
類
は

大
土
、
紅
土
、
雲
南
土
、
四
川
土
等
と
し
て
、
こ
の
中
、
雲
南
土
、
最
も
多
く
販

売
せ
ら
る
。
而
し
て
、
其
の
需
要
区
域
は
本
県
は
勿
論
、
附
近
諸
県
よ
り
遠
く
、

連
城
県
に

べ
り
。
売
価
は
、
大
土
一
包
み
、
三
二
元
、
紅
土
一
片
一
一
元
、
雲

土
一
片
六
元
四
角
、
川
土
一
片
五
元
七
角
な
り
と
い
う
」（『
報
告
』、p.184

）。
し

か
し
、
阿
片
の
年
額
は
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
同
『
報
告
』

はp.36

で
、

州
府
下
の
南
靖
、

浦
両
県
が
阿
片
の
最
大
の
産
地
で
あ
り
、
数

千
斤
の
単
位
の
栽
培
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、「
同
安
県
」

で
も
阿
片
栽
培
が
な
さ
れ
、
一
年
の
産
額
が
五
〇
〜
六
〇
万
元
に
達
し
て
い
る
と

記
し
て
も
い
る
。）
ち
な
み
に
、
当
時
の

州
の
物
価
は
以
下
の
と
お
り
。

・
米
―
一
斗
五
升
―
一
元
　

・
薪
―
一
六
〇
斤
―
一
元
　

・
木
炭
―
八
二
斤
―
一
元

・
塩
―
五
二
斤
―
一
元

・
白
糖
―
一
斤
―
一
角
　

・
鳥
糖
―
一
斤
―
七
〇
文
　

・
猪
肉
―
一
斤
―
二
角
　

・
鶏
肉
―
一
斤
―
二
角
　

・
鴨
肉
―
一
斤
―
二
角
　

・
生
魚
―
一
斤
―
二
角
　

・
生
菜
―
一
斤
―
一
五
文

・
石
油
―
一
斤
―
四
二
文
　
一
缶
―
一
元
三
角

・
醤
油
―
一
斤
―
二
四
文

・
鶏
卵
―
八
個
―
一
角

以
上
、『
報
告
』（pp.184

〜185

）
よ
り
。
阿
片
は
他
の
物
資
よ
り
同
単
位
で
の

金
額
が
高
価
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

謝
文
孫
「
軍
閥
的
経
済
解
釈
」『
中
国
現
代
史
論
集
』
第
五
輯
、
一
九
八
〇
年
、

pp.36

〜37

例
え
ば
、
福
建
省
に
巨
額
の
収
入
を
も
た
ら
す
「
水
仙
」
は
広
東
方
面
に
も
大
量

に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
数
量
は
香
港
、
広
東
を
合
わ
せ
る
と
、
最
大
の
販
売
先
で

あ
る
英
米
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
全
誌
』、p.607

）。

「

南
の
土
匪
村
」、
前
掲
書
、pp.196

〜198
そ
の
他
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
蔡
小
卿
「
論
近
代
中
国
会
党
的
根
源
結
構
効

能
和
歴
史
演
変
」（『
南
京
大
学
学
報
』
一
九
八
八
年
第
一
期
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
新
建
設
的
中
国
」『
革
命
文
献
』
第
五
一
集
、p.478
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前
掲
「
広
東
省
に
お
け
る
自
治
要
求
と
県
長
民
選
」
参
照

彭
湃
著
、
山
本
秀
夫
訳
『
近
代
中
国
農
民
革
命
の
源
流
』、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

一
九
六
九
年
、
参
照

以
上
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
商
紳
政
権
―
連
省
自
治
の
理
念
と
現
実
―
広
東
省
の

場
合
（
続
編
）」
の
他
、

拙
稿
「
商
紳
政
権
―
連
省
自
治
の
理
念
と
現
実
―
広
東
省
の
場
合
（
終
編
）」（『
立

命
館
文
学
』
五
七
六
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
女
子
参
政
権
が
な
か
っ
た

の
は
、
当
時
の
同
姓
村
落
を
規
定
す
る
「
宗
族
」
が
男
性
中
心
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

陳
定
炎
、
高
宗
魯
「
陳
炯
明
・
・
聯
省
自
治
的
実
行
者
（
六
）」『
伝
記
文
学
』
第

六
四
巻
第
一
期
、p.111

広
田
寛
治
「
広
東
労
働
運
動
の
諸
潮
流
（
下
）」
季
刊
『
中
国
労
働
運
動
史
研
究
』

第
九
号
、p.15

前
掲
『
近
代
中
国
農
民
革
命
の
源
流
』
参
照
。

（
本
学
大
学
院
研
究
生
）
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